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批
判
を
中
心
と
し
て

l
l山

岡

売

+ふ

と
白
調
丈
は
農
業
経
済
事
。
研
掠
を
一
志
す
わ
払
わ
れ
山
共
同
努
仰
で
あ
る
。
良
地
攻
措
に
関
し
て
中
央
に
於
て
「
農
地
改
革
国
東
概
要
」
が
出
版
さ

れ
、
骨
府
牒
に
於
て
夫
々
山
特
色
を
い
か
し
た
「
民
地
改
革
史
」
が
編
纂
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
一
般

ω
調
者
mu

眼
に
ふ
れ
る
と
と
は
暗
ん
Y
」
あ
り
符
ぬ

の
で
、
栴
捷
曾
に
於
て
そ
れ
ら
を
順
女
取
上
げ
問
題
と
し
て
見
た
。
そ
心
際

ω
自
由
な
討
摘
が
一
躍
こ
白
工
う
な
形
で
ま
と
め
ら
れ
た
自
で
あ
る
u

山

間
は
生
植
に
つ
い
て
目
を
通
し
各
章
自
立
論
に
矛
盾
な
さ
と
と
を
期

L
、
女
章
に
つ
い
て
も
統
一
を
は
か
っ
た
が
、
各
章
自
執
筆
者
に
つ
い
て
は
各
描

皆
目
辛
に
闘
し
そ
の
題
固
と
民
名
と
を
記
し
て
各
責
桂
内
分
捕
b
a

明
か
な
ら
し
め
た
。
一
、
序
、
山
間
亮
一
、
一
一
、
地
主
制
心
展
開
、
闘
掴
也
、
三
、

「
地
主
的
土
地
所
有
制
」
及
び
そ
白
趨
組
と
農
業
生
産
力
へ
の
影
響
、
雨
情
彦
、
閥
、
農
地
改
草
後
四
農
民
居
自
分
解
、
東
井
正
美
、
五
、
農
地
改
革

を

b
rる
地
主
と
農
民
的
封
抗
、
柏
尾
昌
哉
、
永
尾
誠
之
輔
、
犬
、
蔑
さ
れ
た
問
J

題
、
山
崎
武
雄
。

し

カ三

誌、

序

農
地
改
革
の
意
義
を
如
何
に
詐
慣
す
る
か
は
人
に
よ
っ
て
随
分
異
在
る
よ
う
で
あ
る
。
明
か
に
大
に
過
ぎ
た
評
慣
も
あ
れ
ば
、
そ

D
反
封
に
過
小
の
評
慣
も
見
ら
れ
る
。
戦
後
日
本
の
政
治
と
経
漕
の
問
題
目
最
も
重
嬰
な
研
究
課
題
で
あ
る
と
白
農
地
政
草
D
評
債

に
若
干
の
客
観
性
と
科
皐
性
と
を
あ
た
え
る
と
止
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
'
わ
れ
わ
れ
は
改
草
の
全
過
程
と
そ
の
成
果
と
白
金
徳
的

農
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改
革
白
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性
格
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一

在
総
括
的
把
握
を
意
闘
し
た
農
地
改
革
詰
録
委
員
曾
の
繍
纂
に
れ
か
る
A
4
版
二
段
組
、
一
四

O
O民
に
近
い
常
識
念
報
告
書
「
農

〔詑》

地
改
草
顛
末
概
要
」
を
手
が
か
り
を
し
て
、
一
躍
向
者
佐
つ
ら
ぬ
く
立
場
に
立
ち
つ
つ
農
地
改
革
の
意
義
と
役
割
を
検
討
す
る
と
と

化
よ
っ
て
、
そ
の
基
木
的
性
格
を
明
か
な
ら
し
め
た
い
。

自

わ
れ
わ
れ
目
基
本
的
立
場
は
純
済
論
議
静
六
十
一
巻
第
二
世
、
共
同
肝
究
、
大
内
力
氏
「
過
小
農
制
度
と
日
本
釜
本
主
義
」

O

批
判
、
。
中
に

展
開
さ
れ
て
い
る
。

い
う
迄
も
在
く
日
本
農
村
に
K
M

け
る
封
建
牲
の
問
題
を
如
何
に
見
る
か
に
上
っ
て
農
地
改
革

ω
性
絡
の
決
定
に
は
重
要
左
差
異
が

生
れ
る
。
た
と
え
ば
労
農
滅
的
左
立
場
に
於
て
は
そ
れ
は
大
正
末
年
以
来
の
農
地
立
訟
の
歴
史
が
一
却
す
政
友
曾
の
自
作
農
創
設
と
民

政
常
時
の
小
作
立
法
と
の
封
立
の
線
合
集
成
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
管
で
あ
り
、
又
そ
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
。
と
れ
に
封
す
る

講
座
渡
的
な
立
場
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
見
解
が
美
事
に
開
花
し
て
い
る
山
田
盛
太
郎
教
授
に
よ
ヲ
て
代
表
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
「
沖
T

封
建
的
土
地
所
有
制
リ
宇
隷
由
民
的
零
細
農
耕
を
碁
盤
と
す
る
軍
事
的
宇
封
建
的
日
本
資
本
主
義
は
歴
史
的
な
放
戦
主
契
機
と
し
て
そ

の
歴
史
的
生
涯
を
了
し
た
。
」
「
誌
に
新
し
い
劃
期
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
せ
ん
明
せ
ら
れ
た
日
本
民
主
化
の
主
内
容
、
封
建
的
な
る
も

の
の
挽
拭
ム
」
良
民
解
放
、
い
わ
ゆ
る
民
主
主
義
革
命
の
鑓
卒
が
展
開
さ
れ
る
。
」
(
願
宋
概
顕
一
王
頁
)
'
か
〈
亡
日
本
農
村
の
封
建
性
は

世
界
各
閣
の
輿
論
の
支
持
作
よ
り
そ
の
存
在
が
賞
詮
せ
ら
れ
た
結
果
と
な
り
、
従
っ
て
農
地
改
革
の
記
録
が
講
座
汲

ω
主
導
白
下
に

そ
れ
は
明
治
維
新
の
援
革
が
な
荘
「
宇
封
建
的
L

に
蹄
せ
ざ
る
を
え
な
か
う
た
歴
史
的
事
情
に
も
と
づ
〈
と
こ
ろ
で
あ
う
て
、
そ
と
に
良
地
改
革
の
地
位
が
あ
た
え
ら
れ
、
日
本
歴
史

上
に
な
け
る
土
地
所
有
制
度
愛
車
の
劃
期
た
る
意
義
が
航
た
わ
ヨ
て
い
る
O

L

(

概
安
一
六
頁
)
と
の
べ
ら
れ
る
論
調
に
は
真
理
の
勝
粋

そ
の
陪
史
的
使
命
と
し
て
ま
さ
れ
た
と
と
も
決
し
て
偶
然
と
は
い
え
&
い
。
「

と
い
っ
た
ほ
こ
り
が
み
左
空
う
て
い
る
。



勝
利
に
う
づ
く
も
の
は
併
し
敬
度
な
る
自
己
反
省
で
な
け
れ
ぽ
左
ら
左
い
。
農
地
改
革
後
の
日
本
農
村
の
現
賢
の
姿
に
限
を
向
け

る
人
々
は
一
九
間
五
年
一
二
，
月
九
日
の
「
農
地
改
革
に
つ
い
て
の
魔
書
」
中
に
数
え
あ
げ
ら
れ
た
五
つ
の
基
本
的
な
禍
根
が
は
た
し

て
徹
底
的
に
根
絶
せ
し
め
ら
れ
た
と
見
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
農
地
改
革
が
全
般
的
友
良
業
改
革
に
ま
で
の
び
去
か
う
た
原
因
は
と
こ

に
求
め
ら
る
べ
き
か
、
投
一
育
寸
れ
は
農
地
改
革
の
去
本
的
性
格
の
中
に
「
病
根
」
の
「
打
破
」
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
必
然
性
が
包

蔵
さ
れ
一
工
い
た
か
一
台
か
が
反
省
に
際
し
て
問
題
と
友
る
。

先
づ
概
性
一
に
従
っ
て
農
地
改
革
心
性
格
を
要
約
す
れ
は
、
(
概
要
一
主
一
頁
事
照

Y
農
地
改
革
は
形
態
的
忙
は
戦
前
よ
り
目
自
作
摩
創
設
方
策
を
踏

襲
し
て
は
い
て
も
そ
の
加
持
に
お
い
て
京
市
ー
な
る
差
異
が
見
出
さ
れ
る
。
印
ち
約
言
す
れ
ば
、
農
業
危
横
心
民
間
過
程
を
題
じ
て
間
断
な
{
辿
る
自
作

中
盛
岡
崎
心
分
併
傾
向
を
岡
止
せ
ん
と
し
た
従
前
の
自
作
農
創
世
方
策
仕
窮
極
に
布
い
て
、
以
上
。
週
程
で
凋
落
分
解
方
向
企
辿
っ
た
地
主
制
を
補
強
し

そ
の
意
味
一
E
豆
、
岡
本
農
義
に
お
け
る
基
本
型
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
本
質
を
有
し
て
い
た
の
に
封
じ
、
か
か
る
方
位
即
時
推
謹
白
憾
に
見
出
さ
れ
る
日

本
農
業
心
構
造
的
矛
盾
盆
止
措
す
る
方
向
を
、
小
作
地
白
庚
汎
な
強
制
譲
渡
に
よ
っ
て
促
さ
う
と
す
る
と
と
み
に
農
地
改
革
に
お
け
る
自
作
農
創
設
心

意
義
が
横
わ
っ
て
い
る
。

併
し
な
が
ら
「
升
か

L
心
力
」
に
基
〈
「
止
か
ら
白
改
革
」
で
あ
ワ
た
と
こ
ろ
に
強
制
譲
渡
心
針
説
に
限
界
が
担
か
れ
、
(
在
村
地
主
に
よ
る
小
作

地
保
有
、
金
制
平
均
一
町
歩
)
菰
に
改
革
法
は
残
存
せ
る
小
作
闘
停
に
つ
い
て
は
小
作
料
金
制
化

2
中
心
と
す
る
品
作
機
心
強
化
を
上
越
せ
る
自
作
農

円
強
制
制
定
と
並
行
し
て
と
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

而
し
で
か
占
う
な
小
作
料
金
約
化
の
意
義
の
把
揮
は
一
育
う
ま
で
も
な
く
職
時
段
階
に
長
け
る
小
作
料
の
資
質
的
金
納
化
、
低
械
化

の
兆
一
擦
の
上
に
友
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
又
戦
後
イ
ン
フ
レ
段
階
に
お
け
る
小
作
料
の
資
質
的
漸
減
白
描
程
の
上
に
立
つ
て
な
さ
る
べ

き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
小
作
料
の
金
納
化
は
現
象
的
に
は
小
作
聞
係
の
重
艇
の
悩
械
佑
を
導
き
は

L
て
も
、
基
本
的
性
格
と
し

て
は
現
在
心
生
底
関
係
た
是
認
し
ご
そ
こ
忙
な
け
る
不
合
理
吉
調
整
す
る
に
止
ま
る
故
に
、
金
納
化
自
憾
に
よ
呂
日
本
農
業
の
構
諮

問
愛
化
は
求
め
が
た
い
と
言
わ
ね
ば
在
ら
な
い
。
と
と
に
大
き
な
限
界
が
続
わ
う
て
居
り
、
農
地
の
公
定
債
特
制
の
厩
止
と
山
県
に
公

農
地
政
草
山
基
本
的
性
格
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静
四
揖

四

然
化
し
た
良
地
移
動
の
際
の
一
反
歩
十
高
闘
に
の
ぼ
る
農
地
の
資
質
債
格
、
或
は
到
る
と
己
ろ
に
見
ら
れ
る
一
反
一
石
H

約
八
千
図

金
約
四
間
小
作
料
の
存
在
は
何
よ
り
も
雄
耐
聞
に
と
の
と
と
を
物
市
ヲ
て
い
る
。

白
作
良
創
設
、
小
作
料
金
納
化
の
方
策
を
週
じ
て
そ
の
解
慨
が
企
闘
せ
ら
れ
た
「
地
主
的
土
地
所
省
」
白
歴
史
的
な
生
成
、
展
開

の
遇
税
に
つ
い
て
は
今
一
)
に
沿
い
て
論
越
し
よ
う
。
と
と
で
は
わ
れ
わ
れ
は
古
島
敏
雄
氏
か
「
地
主
制
度
展
開
の
地
域
的
特
質
」
(
経

済
評
論
、
昭
和
二
十
六
年
五
月
抗
}

に
於
て
述
べ
ら
れ
る
如
き
地
域
性
比
一
一
肘
注
目
せ
ね
ば
な
ら
由
こ
と
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
が
、

「
地
主
的
土
地
所
有
」
に
ま
と
わ
り
つ
い
た
封
建
性
の
来
礎
を
「
五
十
町
渉
以
上
の
地
主
」
に
世
く
ζ

と
が
地
域
的
に
必
ヂ
し
も
安

営
で
た
く
、
巨
大
地
手
ピ
周
黙
と
し
そ
の
下
に
村
落
結
合
の
中
心
と
し
て
健
在
居
す
る
北
村
小
耕
作
地
主
の
中
に
「
H
本
地
主
制
の
頑

強
な
某
礎
」

E
認
め
る
と
と
も
忘
れ

τは
友
ら
な
い
。
(
註
)

古
島
敏
雄
氏
寸
寄
生
地
主
制
。
生
成
と
展
開
」
昭
和
二
十
七
年
、
ニ
回
二
三
買
需
品
世
間
。

桂
以
上
の
べ
た
よ
う
忙
農
地
改
革
は
安
協
的
快
格
を
島
び
従
っ
て
徹
底
性
を
快
い
て
い
た
。
も
し
改
革
が
徹
底
し
て
行
わ
れ
た
と
す

る
な
ら
ば
、
営
然
農
民
間
腔
の
毘
常
在
分
解
は
並
行
し
、
農
民
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
が
傾
向
と
し
て
見
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
し
か
る
に
現

貨
に
農
民
自
プ
ル
ジ
ヨ
ア
ル
仙
が
見
ら
れ
左
い
の
は
こ
の
占
う
在
改
革
の
不
徹
底
白
上
位
農
産
物
債
格
の
生
産
費
を
償
わ
ざ
る
封
建
的

左
傾
格
時
系
を
供
出
制
度
比
よ
っ
て
維
持
し
て
来
た
こ
と
に
よ
る
。
更
に
税
金
一
の
重
盤
、
調
占
資
本
に
よ
る
全
面
的
牧
取
、
相
側
占
債

格
に
よ
る
欽
欣
債
格
差
、
筒
利
貸
に
よ
る
政
卒
、
失
業
者
野
村
に
よ
る
生
活
費
の
負
権
増
大
等
々
の
一
安
保
件
が
之
に
加
む
っ
て
、
超

過
除
剰
の
成
立
す
る
後
地
の
存
在
せ
ぬ
は
勿
論
、
持
銀
都
八
甘
み
十
分
に
は
良
民
の
手
に
残
ら
泊
結
果
と
な
る
。

こ
の
上
う
な
凶
作
か
ら
の
悪
保
件
と
比
に
農
村
内
部
に
於
て
も
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
の
道
を
阻
ん
で
い
る
も
の
が
残
害
す
る
。
在
村
地
主

の
手
中
に
残
っ
た
一
町
歩
以
下
の
小
作
地
を
基
盤
と
し
た
封
建
性
の
最
後
の
侵
畳
が
と
れ
で
あ
り
、
零
細
な
る
経
営
商
積

ω
k
に
す



が
り
う
い
た
零
細
良
民
に
と
っ
て
は
一
一
一
反
阜
県
一
に
足
ら
ぬ
小
作
地
も
死
活
の
鍵
盈
ぱ
曹
る
程
の
章
一
要
を
持
ち
、
己
の
意
味
で
僅
少
な
小

作
地
が
ど
の
よ
う
な
方
向
に
活
川
せ
ら
れ
る
か
は
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
向
こ
の
よ
う
な
農
村
に
告
け
る
封
建
怖
の
基
盤
を
ゆ
る

ぎ
な
ま
も
の
と
す
る
の
は
(
山
村
民
於
て
は
山
林
円
未
解
放
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
)
、
良
村
の
共
同
慨
的
構
謹
で
あ
り
、
そ
れ
を
支

〔
主
唱

え
る
も
の
は
封
建
的
た
家
族
構
造
で
あ
る
こ
の
よ
う
な
共
同
閥
的
構
遣
を
生
産
国
に
於
て
し
い
か
し
て
い
る
の
が
山
林
原
野
の
入
合

権
、
結
政
行
、
更
に
重
要
仕
加
水
配
分
憤
行
等
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
農
村
は
品
川
そ
の
停
滞
性
を
保
ち
。
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。

ζ

心
結
に
ワ
い
〈
は
松
田
智
雄
氏
一
村
協
同
値
自
再
生
産
構
誼
」
経
済
評
論
、
昭
和
二
十
六
年
一
用
、
特
に
八
回
、
八
九
頁
。

柴
田
三
千
雄
氏
「
封
建
社
品
悼
の
構
遣
と
村
落
共
同
組
L

思
想
、
昭
和
二
十
六
年
、
十
二
月
、
特
忙
六
一
一
、
六
大
頁
夢
照
。

註

地

主

制

の

展

閲

農
地
改
草
の
主
眼
が
封
建
的
在
日
本
地
士
一
制
の
排
除
に
あ
っ
た
と
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
日
本
目
地
主
削
は
長
い
歴

史
と
体
統
を
も
っ
「
封
建
的
際
制
」
の
根
幹
で
あ
り
、
地
租
改
正
を
劃
期
と
し
た
宇
封
建
的
な
脊
生
地
主
的
土
地
所
布
に
基
い
て
い

る
。
従
っ
て
寄
比
一
地
主
的
土
地
所
有
を
如
何
に
理
解
す
る
か
は
良
地
改
革
の
意
義
を
考
え
る
鍵
で
あ
る
。
願
末
概
要
に
し
た
が
っ
て

簡
車
な
紹
介
を
試
み
と
れ
忙
若
干
の
批
判
を
附
加
し
よ
う
。

〉(
 

徳
川
知
の
土
地
所
有
は
領
、
一
主
封
本
百
姓
を
基
本
的
関
係
と
し
た
「
純
粋
封
建
的
土
地
所
有
」
で
あ
る
が
、
商
品
・
貨
幣
粧
捕
慣
の
珍

透
と
共
に
新
た
な
地
主
的
土
地
所
有
が
進
行
し
た
。
そ
れ
は
「
封
建
的
な
高
利
貸
附
資
本
的
・
農
奴
主
的
・
守
生
地
主
的
オ
地
所
有
」

で
あ
る
ム
」
規
定
さ
れ
て
い
る
。
モ
し
て
、

そ
の
型
を
「
封
建
的
な
高
利
貸
型
」
と
「
封
建
的
な
附
鐸
型
」
に
直
分
し
、
前
者
の
典
型

農
地
改
革
由
基
本
的
性
格

第
七
十
巻

O 

静
岡
銃

主



農
地
改
草
的
基
本
的
性
格

第
七
十
巻

O 
回

第
四
観

を
仙
謹
藩
に
ム
」
白
、

「
零
細
農
奴
」
(
京
百
姓
)
に
封
す
る
狙
烈
な
牧
奪
が
本
百
姓
そ
窮
乏
さ
せ
、

「
地
方
的
在
家
官
・
官
民
商
(
村
役

人
)
」
が
商
業
・
高
利
貸
的
寄
生
地
主
と
在
る
某
礎
告
な
し
、
木
百
姓
は
「
農
奴
的
小
作
人
」
と
な
っ
た
。
と
れ
に
比
し
て
後
者
は
、

新
潟
の
新
愛
国
藩
に
み
ら
れ
、
相
川
主
白
地
代
増
徴
手
段
と
し
て
の
「
水
の
支
配
」
の
遇
制
四
位
高
利
貸
資
本
が
岐
着
し
、
「
長
奴
主
的
・

{韮
1
〕

寄
生
地
主
的
土
地
所
有
L
E形
成
し
、
賦
役
的
労
力
を
提
供
す
る
本
百
姓
の
「
牛
隷
奴
的
・
農
奴
的
小
作
人
化
」
旨
み
た
'
と
い
う
。

し
か
し
、
近
世
初
期

ιは
既
に
本
百
姓
中
心
に
な
っ
て
い
た
畿
内
地
方
と
、
木
百
姓
の
下
に
賦
役
の
提
供
者
を
多
く
し
た
が
え
た
後

《陸

2
v

進
地
域
と
で
は
、
同
じ
〈
高
利
貸
費
木
白
寄
生
と
い
っ
て
も
、
そ
の
生
成
及
び
吸
着
の
形
態
に
大
き
い
段
階
的
相
還
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
更
に
、
近
世
初
期
以
来
小
領
主
介
割
及
び
頻
繁
な
領
地
替
に
よ
っ
て
領
主
権
力
の
弱
慨
他
し
て
い
た
京
阪
地
域
で

は
、
商
品
・
貨
精
経
祷
の
法
透
と
共
に
農
民
の
芋
に
よ
る
農
産
物
の
商
品
化
も
み
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
る
農
村
分
解
も
進
ん
で
い
た
。

そ
う
し
た
地
域
で
は
就
に
近
世
後
期
に
は
地
主
手
作
は
減
φ
し
、
残
存
す
る
手
作
経
営
も
例
別
附
在
身
分
的
隷
従
閥
係
は
稀
蒋
に
な

《註
O
J
》

b
、
ま
た
自
家
労
働
の
補
充
に
過
ぎ
な
い
場
合
が
多
い
。
従
っ
て
、
後
進
地
域
に
み
る
土
う
た
賦
役
的
労
働
忙
依
存
す
る
成
大
な
地

、
王
手
作
で
は
在
い
。
新
同
開
墾
に
し

τも
必
す
し
も
「
零
細
農
奴
の
ま
淵
奴
的
・
包
奴
的
小
作
人
化
」
在
進
め
る
止
は
限
ら
な
い
。

資
本
提
供
者
と
し
之
の
富
良
南
と
労
力
提
供
者
と
し
て
の
貧
農
の
提
携
の
上
陀
行
b
れ
、
「
よ
h
h
猫
立
的
在
」
小
作
人
企
な
呂
場
合

が
多
い
。
地
主
が
多
f
の
小
作
人
を
も
つ
の
み
去
ら
ヂ
、
小
作
人
も
多
く
の
地
主
を
も
ち
、
必
4
y
し
も
伺
別
的
な
身
分
的
隷
属
関
係

は
強
く
は
左
い
。
む
し
ろ
封
建
批
舎
に
長
け
る
地
主
全
慨
と
し
て
の
権
力
に
土
台
て
高
率
友
「
地
、
雫
徳
米
」
が
維
持
ヨ
れ
て
き
た
と

み
う
る
で
あ
ろ
う
。
領
主
権
力
が
強
大
で
農
民
の
窮
之
殊
に
甚
し
い
後
進
地
域
で
は
、
高
利
貸
費
木
は
、
ぞ
れ
が
質
地
吸
収
で
あ
れ
、

新
田
開
墾
で
あ
れ
、
領
主
権
力
と
の
直
長
的
結
合
を
背
景
と
し
、
個
別
的
な
身
分
的
隷
従
関
係
を
通
じ
て
強
大
在
地
主
と
な
る
。
五

会一日

4
M

十
町
渉
以
上
の
大
地
主
の
徳
川
期
の
家
格
を
み
る
と
東
北
は
商
業
高
利
貸
粂
村
役
人
、
近
畿
は
商
人
、
九
州
は
士
族
郷
土
が
多
い
の



は
上
述
白
地
域
的
特
貨
を
示
す
も
の
と
い
え
ど
う
。
い
明
治
期
の
地
主
制
を
理
解
す
る
に
は
、

ζ

ラ
し
た
寄
生
地
主
生
成
の
地
域
的
特

質
ぞ
把
握
す
る
こ
と
が
止
り
重
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〉ニ(
 

徳
川
期
に
並
行
し
て
き
た
高
利
貸
的
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
は
明
治
結
劉
主
義
政
樺
の
下
に
制
度
化
き
れ
、
そ
の
牧
臨
時
を
公
認
遣

れ
る
に
支
っ
た
。
縫
っ
て
、
基
本
的
に
は
、
こ
れ
笠
公
的
に
支
持
し
て
牧
奪
を
可
能
に
し
、
ま
た
こ
れ
に
依
存
す
る
園
家
権
力
の
性

格
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
具
惜
的
に
は
各
地
域
に
漣
仔
ず
る
封
建
的
な
隷
従
閥
係
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
後
準
地
域
の
一
名
子
制
度
や

賦
役
的
努
倒
に
よ
る
地
主
手
作
か
ら
先
准
地
域
内
高
利
貸
資
本
的
寄
生
地
主
に
烹
る
ま
で
、
段
階
的
相
違
を
も
ち
な
が
ら
、
「
地
主

金
惜
の
特
権
と
し
て
復
活
」
せ
し
め
ら
れ
た
経
消
外
強
制
は
高
寧
の
現
物
小
作
料
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
b

欝
賞
租
を
継
承
し
た
高
卒

白
金
納
地
租
は
、
九
1
0

淑
に
零
細
長
耕
を
分
慨
し
、
農
民
を
賃
労
働
え
と
駆
り
た
て
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
農
民
が
純
粋
白
賃

銀
州
労
働
者
と
し
て
吸
収
さ
れ
る
迭
は
之
し
く
、
む
し
ろ
日
本
費
本
主
義
育
成
の
た
め
の
低
賃
銀
労
働
の
源
泉
と
し
て
農
村
に
堆
積
せ

し
め
ら
れ
て
き
た
。
か
か
る
聞
に
、
地
主
は
農
村
の
政
治
的
・
経
掛
的
・
ま
た
文
化
的
指
準
者
と

L
て
村
を
支
配
す
る
と
共
民
自
由

民
権
運
動
、
さ
ら
に
は
闘
曾
や
地
方
議
舎
に
進
聞
を
み
た
。
そ
し
て
小
作
料
引
上
、
地
租
軽
減
は
「
地
主
得
ハ
ど
の
増
加
と
左
り
、

在
村
山
中
小
地
主
ま
で
寄
生
地
主
と
な
る
者
多
く
、
都
市
の
商
業
資
本
に
も
小
作
料
牧
取
を
目
的
、
と
し
た
土
地
所
有
が
進
め
ら
れ

れ
日
」
か
く
て
、
明
治
こ
十
三
十
年
代
を
以
て
日
本
地
主
制
は
確
立
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

戸蛇

eM

し
か
し
、
と
と
に
も
地
主
制
展
開
白
地
域
的
特
質
が
み
ら
れ
る
。
大
地
主
ー
と
は
い
つ
で
も
、
後
進
地
域
k
b
け
る
大
地
主
と
先
進

地
域
の
大
地
主
殊
に
商
人
地
主
と
は
同
列
に
論
じ
ら
れ
左
い
。
後
準
地
域
D
大
地
主
の
中
に
は
、
「
土
地
所
有
に
基
づ
く
槙
力
」
を
、

そ
の
地
域
に
残
存
す
る
封
建
的
左
慣
習
や
零
細
農
耕
の
窮
、
追
に
乗
じ
て
自
ら
強
烈
忙
駆
使
し
う
る
場
合
が
多
い
。
先
進
地
域
で
と
れ

陸
地
改
革
の
基
本
的
性
格

第
士
+
巻

O 
五

第
四
回
輯

七



農
地
改
草
の
基
本
的
性
格

第
七
十
巻

O 
六

第
四
披

八ー

に
比
し
う
る
も
白
は
花
村

ω
中
小
地
主
で
あ
る
。
都
市
在
住
の
商
人
地
主
等
は
そ
う
し
た
中
小
地
主
が
成
立
せ
し
め
る
小
作
闘
係
に

依
存
し
て
い
る
と
と
が
多
い
。
中
小
地
主
は
自
ら
も
手
作
し
、
小
作
地
に
ヨ
い
て
も
、
植
付
、
港
湖
、
刈
取
等
細
か
く
干
渉
し
、
小

作
地
引
上
を
要
求
す
る
と
と
も
多
い
。
従
ツ
て
、
小
作
料
も
在
村
中
小
地
主
の
方
が
よ
り
高
率
で
あ
る
と
と
多
く
、
村
薄
生
活
に
み

ら
れ
る
「
義
理
人
情
」
も
家
父
長
的
な
家
庭
生
活
も
一
切
が
そ
れ
に
役
立
た
し
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
成
立
し
た
高
率
の
現
物
小

作
料
は
保
護
従
属
関
係
の
根
幹
と
し
亡
、
零
細
農
民
主
繋
ぎ
と
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

明
治
二
十

l
一
二
十
年
代
に
確
立
さ
れ
た
地
主
制
は
、
大
正
七
年
の
「
米
騎
動
」
を
劃
期
と
し
て
凋
落
の
道
を
た

E
っ
て
き
た
。
小

作
争
議
白
頻
護
、
農
業
恐
慌
に
よ
る
零
細
農
耕

ω
念
激
な
分
解
、

竣
化
せ
し
め
ら
れ
て
い
弘
前
十

そ
し
て
戦
時
経
捕
の
過
程
の
う
ち
に
地
主
制
の
機
能
仕
分
解
し
、

日
本
の
地
主
制
は
日
本
資
本
主
義
機
構
の
下
に
分
併
し
ゅ
く
零
細
農
耕
の
上
に
吸
着
し
た
高
利
貸
的
寄
牛
地
主
的
土

地
所
有
止
法
盤
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
生
成
、
展
開
は
農
村
分
解
の
段
階
に
感
じ
た
地
域
的
特
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
農
地

要
す
る
に
、

改
革
の
意
義
も
、
そ
の
上
に
h

ぜ
い
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
ζ

ム
」
を
強
調
し
た
い
。

誌
1 3 

繭
末
撫
要
餌
一
章
第
一
節
部
五
款
、
地
主
制
、
ニ
丸

l
三
O
頁。

顛
末
開
理
事
一
章
第
一
節
事
一
款
一
一
一
且
。

古
島
氏
「
寄
生
地
主
制
町
生
成
と
展
開
」

本
棋
所
載
「
在
世
地
主
の
鯉
瞥
」
参
照
。

制
末
概
要
、
第
三
章
第
三
節
日
八
O
λ
頁。

堀
江
英
一
民
「
封
建
世
脅
に
お
け
る
資
本
心
存
在
摺
態
」
参
照
白

全
般
的
論
究
に
は
山
田
氏
、
平
野
氏
隼
多
〈
心
ず
ぐ
れ
た
研
究
が
あ
る
。
こ
こ
に
位
具
憧
的
壮
一
村
の
例
を
あ
げ
ぁ
。

9 
4凶4 。



女
表
は
丹
波
図
桑
田
郡
勝
林
島
村
戸
長
記
輔
か
ら
と
っ
た
も
心
で
あ
る
。

地
租
改
正
は
明
治
九
年
か
ら
貫
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
心
桔
呆
は
十
年
か

b
あ

b
は
れ
る
。
そ
r

」
に
は
地
主
得
分
帯
加
!
寄
生
地
主
化
と

共
に
同
地
曹
頁
質
入
が
多
〈
貸
捗
倒
的
た
常
議
(
小
賀
行
商
黒
鰍
宰
)
が
甑
増
し
て
い
る
o
亀
岡
町
の
前
R
A
地
主
は
地
租
改
正
時
に
は
一
名
も
な

か
っ
た
が
明
治
二
十
年
代
に
は
組
問
町
商
人
地
主
八
名
に
よ
ワ
て
村
耕
地
四
一
-
一
分
之
一
が
占

b
ら
れ
て
い
る
。
こ
札

b
u
商
人
地
主
は
勝
林
島
村

ω
み
な
ら
ず
託
村
凶
土
地
を
唖
収
し
て
大
地
、
主
と
な
っ
て
い
る
。

地主'1'、作取好鑓謹

租
話掛 地 主 』、 作

i穫貨高k 諸

石 |μ 石 1%

享和元年 1.04 50 0.49 。23 0.57 27 2.10 

明治3-8 0.96 46 0.69 32 0.45 22 2.10 

同 9 O.旨5 38 0.99 45 0.36 17 2.20 

民蛍，表 1.

(1 

(町

農
地
改
草
白
基
本
的
性
格

享和芳年記録及村寄米幌.

明治9年「菟割寄恨Jr民費調書」
明治時半「戸長選遺書親ム地主軍氷記障か b算出.

(1) 

(2) 

(3) 

土地質入寅買償格表

15.7 21 

慣持

930 

地憤

1099叩

反別

表 2

静
七
十
巻

6 471 466 6.2 

8 1765 1177 14.9 13 

468 6 

ケ541 

200 

7ヤ8

3.4 

1.2，7 

14 

111 
O 
七

第
凶
続

8 682 868 ]2.6 12 
質

9 859 8ゆ913.4 13 
入
替

入ブし
24 

(戸長報告綾忙よる〉

2205 1951 27.8 14 



J 

農
地
改
革
白
基
本
的
性
格

第
七
十
巻

O 
戸、

第
四
艶

O 

電事ZL有占毒

反〉¥

明治5年 明拍1δ年

戸数!頭数

4町以上 1 。2 υl 
2町一 3 3 6 4 

1町~ 11 11 7 4 

7反~ 4 4 6 2 

5反~ 2 2 。。
3瓦ー 6 5 3 3 

1反~ 9 5 11 10 

1反以下 13 3 14 5 

。 !!O δ 34 13 
言f 41 

6 

古
島
氏
「
地
主
制
度
展
関
心
地
域
的
特
質
」
紹
済
評
繭
、
昭

二
犬
、
王
月
競
。

願
末
概
要
第
一
章
第
一
節
第
三
款
、
地
主
制
、
コ
一
七
一
良
。

7 

/ 

衰え

地
主
的
土
地
所
有
制
及
び
そ
の
幾
貌
と
農
業
生
産
力
へ
の
影
響

(-) 

生
産
力
褒
展
の
阻
止
的
要
因
と
し
て
の
半
封
建
的
生
産
関
係
U
現
物
小
作
料
と
そ
の
愛
貌

い
う
ま
で
も
在
〈
経
構
外
的
強
制
化
止
っ
て
、
直
接
生
産
者
か
ら
全
剰
飴
労
働
部
分
を
、

《話
1
》

働
力
再
生
産
部
分
ま
で
も
.
地
代
の
形
態
で
牧
奪
す
る
と
と
(
い
わ
明
る
「
死
な
さ
宇
生
か
富
十
」
的
収
奪
)
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
白

明
治
・
大
正
版
己
そ
、
日
本
農
業
の
危
機
と
じ
て
象
徴
さ
れ
て
い
る
が
如
き
闘
係
で
、
農
家
経
祷
は
と
の
よ
う
な
地
主
小
作
人
閥
係

に
上
ヲ
て
車
に
近
代
間
資
本
主
義
内
抜
大
再
生
産
の
会
を
阻
ま
れ
た
と
い
う
に
と

E
ま
ら
歩
、
曲
民
奴
的
扶
態
白
生
産
再
生
産
を
主
ぎ

《詐
2
v

な
く
さ
れ
た
。

封
建
的
生
産
関
係
の
本
質
は
1

い
な
労

註
1

「
願
京
概
要
」
に
ヱ
れ
ぽ
、
乙
心
鮎

r
つ
い
て
究
円
如
〈
表
現
し
て
い
る
。
「
封
建
的
収
取
の
本
震
は
、
土
地
を
占
有
し
た
小
農
民
か
ら
、
経

済
升
弱
制
に
よ
り
て
、
金
調
融
野
働
部
分
を
地
代
田
形
態
で
取
上
げ
る
貼
で
あ
ワ
た
。
わ
が
園
白
農
民
に
つ
い
て
具
盤
的
に
云
え
ば
、

ι
小
作
料
U
F

¥ 



E 

調
倖
慣
値
目
週
例
由
形
態
と
し
て
、
極
海
外
的
に
肩
上
げ
b
れ
る
と
い
う
こ

ι
が
、
職
前
白
宇
封
建
的
農
業
。
核
b
で
あ
っ
た
」
(
凡
大
一
一
一
四

買

)

な

晶

、

封

建

的

地

代

に

つ

い

て

は

賓

本

論

第

一

一

一

部

第

四

七

章

参

照

。

、

例
え
ば
、
職
前
(
昭
和
一
一
年
)
由
「
農
家
経
済
調
査
」
を
み
る
と
第
一
闘
的
如
〈
農
家
支
出
一
、
二
八
四
圏
中
家
計
費
四
七
四
一
岡
、
組
管
費
の

‘
、
回
面
否
/

二
八
四
闘
に
封
し
諸
負
措
は
ニ
五
九
闘
に
乞
は
り
鳩
支
出
回
二
O
M
(
州
凶
同
1
g卒
、
又
、
農
家
所
得
中
の
ニ
ヨ
到
に
蓋
し
て
い
る
ロ
し
か

も
、
乙
の
よ
う
な
諸
負
躍
り
う
ち
小
作
料
出
一
七
八
闘
で
諸
負
揺
中
心
六
九
が
に
及
ん
で
い
た
。
(
第
三
間
参
照
叫

ム
」
己
ろ
で
、
と
の
よ
う
に
高
率
で
あ
っ
た
農
家
諸
負
槍
も
、
昭
和
二

O
一
年
に
は
農
家
所
得
の
増
大
に
よ
う
て
、
又
一
二
年
か
ら
は

農
地
改
革
指
令
に
よ
う
て
、
宇
封
建
的
高
率
現
物
小
作
料
が
金
納
小
作
料
と
し
て
目
釘
づ
け
の
た
め
、
従
来
、
目
本
農
業
の
生
産
力

蛍
展
に
封
し
桓
松
と
友
っ
て
い
た
封
建
的
地
代
も
管
質
的
に
は
形
骸
佑
し
た
。
(
第
二
四
国
審
開
)

し
か
ら
ば
、
こ
の
よ
う
左
新
事
態
の
瑳
生
は
戦
後
の
農
家
雑
務
在
し
て
好
特
せ
し
め
た
で
あ
ろ
う
か
。
と
の
離
に
つ
い
て
農
家
経

橋
調
査
は
一
感
染
観
的
左
幻
影
を
興
え
た
。
』
す
左

b
ち
、
第
五
|
六
闘
に
一
却
す
如
〈
、
農
業
所
得
と
共
に
農
家
経
梼
倹
剰
(
昭
九

円註
1
】

こ
り
目
録
卸
物
債
指
数
で
換
拡
v

も
亦
、
臨
時
イ
ン
フ
レ
忙
突
入
以
来
漸
式
上
昇
し
、
一
一

O
年
陀
は
最
高
を
示
し
、
二
一
年
も
な
h
u
ζ

(詮
p
v

の
事
態
は
繕
絞
し
、
農
家
経
静
齢
剰
中
再
生
産
過
程
へ
の
投
下
額
も
若
干
は
増
大
し
た
。
し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
識
者
が
の
ベ
亡
い
る

如
〈
、
現
在
の
世
界
資
本
主
義
憾
制
の
下
に

b
い
で
は
後
進
闘
日
本
の
民
主
的
解
放
U
労
働
者
・
農
民
の
民
主
的
・
経
済
的
地
位
白

向
上
に
も
限
界
が
あ
っ
た
F

資
本
主
義
設
展
の
政
行
性
、
あ
る
い
は
猫
占
資
本
町
植
民
地
的
支
配
に
よ
る
超
過
利
潤
確
保
の
問
周
)
。

か
く
て
一
一
一
一

年
の
片
山
内
閣
以
来
、

わ
ゆ
忍
職
後
農
業
危
機
の
端
初
三
農
家
牧
入
あ
る
い
は
農
家
結
構
飴
剰
の
再
生
産
過
程
へ
の
投
下
も
二
二
年
を
限
度
止
し
て
、

低
賃
銀
・
低
米
債
政
策
と
共
に
税
金
攻
勢
H
園
家
猟
占
資
本
に
よ
る
全
徐
剰
債
値
目
牧
奪
が
問
問
主
化
し
(
い年

も
一
一
四
年
も
不
能
止
な
り
(
第
六
、
七
回
参
照
)
、
折
角
の
農
地
改
革

u農
業
革
命
へ
の
期
待
も
牧
歌
的
危
幻
影

l

す
な
わ
ち
、
直
接

農
地
改
革
の
基
本
的
性
-
〕
格

第
七
十
件
世

。
ブし

第
四
腕



農
地
改
革
の
基
本
的
性
格

第
七
十
巻

O 

第
四
披

生
産
者
を
し
て
従
来
の
地
主
・
小
作
人
と
い
う
直
接
的
支
配
・
封
抗
閥
係
か
ら
、
自
作
農
民
1
小
プ
ル
ジ
ヨ
ア
的
保
守
陣
営
に
長
い

や
る
と
い
う
任
務
ー
に
移
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

詰
1

物
情
指
数
と
し
て
日
描
卸
物
償
指
数
(
公
定
例
措
の
み
を
と
っ
ζ

い
る
)
が
果
し
て
妥
協
な
J

も
の
な
り
や
否
晶
、
は
抽
め
て
疑
わ
し
い
が
、
他
に

誼
賞
K
M

も
的
が
な
か
っ
た
の
で
採
用
し
た
。

2

但
し
、
ぞ
れ
以
上
に
託
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
貼
は
、
乙
の
時
期
に
お
け
る
陸
軍
経
済
融
制
山
大
部
分
が
現
金
由
形
で
、
タ
ン
ス
融
行
あ
る

い
は
農
業
曾

ω
金
席
目
中
に
眠

p
、
そ
れ
が
生
産
的
に
使
わ
れ
な
か
中
た
こ
と
は
、
第
六
闘
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
り
、
又
農
業
止
産
費
に
お

け
る
費
用
構
成
要
素
に
も
出
て
担
り
(
糊
嬰
八
六
八
頁
参
照
之
と
こ
に
戦
後
農
村
イ
ン
フ
レ
白
羽
影
が
幻
骨
に
終
始
す
る
原
因
が
ひ
そ
ん
で
い

た。

3

と
山
知
に
つ
い
て
は
概
要
仕
「
職
後
に
担
け
る
農
家
総
済
自
動
向
口
、
二
十
一
年
迄
は
農
地
改
草
山
筑
構
え
と
所
謂
長
村
イ
シ
7

レ
に
よ
ヲ
て
、

各
階
層
を
描
じ
て
.
職
前
回
半
封
建
的
貧
農
U

H
宇
プ
ロ
レ

n
p
p
ア
白
水
準
を
股
却
し
て
中
躍
的
な
扶
躍
を
あ
ら
わ
ず
に
豆
ワ
た
か
に
み
え
た
ロ

然
し
、
そ
れ
は
一
時
的
な
現
象
形
態
で
あ
ワ
て
、
二
十
二
年
か
ら
=
一
年
忙
か
け
て
租
騎
負
捲
白
稜
帯
と
農
村
イ
ン
ア
レ
の
退
潮
と
に

k
っ
て
、
一

色
町
未
蹴
居
は
結
局
、
戦
前
ζ

同
じ
く
貧
農

U
宇
プ
ロ
レ
タ

p
ア
に
丹
な
九
一
ず
、
一
一
一
町
暦
が
漸
く
中
農
不
層
的
で
、
ニ
町
以
上
居
正
け
が
中
農

上
唐
的
水
準
を
保
つ
に
姐
ぎ
な
い
有
離
と
な
る
に
至
ワ
た
。
」
(
概
要
九
七
四

1
五
頁
)
と
そ
の
限
界

EUW
べ
て
い
る
。

か
〈
て
、
農
民
は
、

い
ま
や
、
自
作
農
と
い
わ
宇
小
作
曲
目
と
い
わ
す
、
国
家
の
小
作
人
と
し
て
「
牛
封
建
的
水
準
を
ぬ
け
出
し
た

も
の
」
と
は
思
え
在
い
よ
う
な
諸
負
婚
の
比
重
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
、

日
本
経
梼
の
調
占
費
本
主
義
的
経
傍
復
興
に
必
要
左
低
賃
銀
労

働
力
目
。
フ

1
ル
た
し
て
の
責
任
を
再
び
や
わ
さ
れ
、
解
放
令
の
下
に
夢
み
ら
れ
た
が
如
き
濁
立
自
営
農
附
・
上
向
凶
遊
民
は
容
文
に

終
り
、
一
部
の
農
家
で
は
生
産
手
段
た
る
牛
馬
が
持
ぴ
由
民
り
と
ば
さ
れ
、
人
身
資
買
が
始
ま
る
の
み
在
ら
ナ
折
角
解
放
さ
れ
た
土
地

合詳
v

を
も
質
入
れ
し
た
り
、
あ
る
い
は
購
入
し
た
機
械
良
兵
も
雨
ざ
ら
し
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
さ
え
現
出
し
た
。

乙
白
一
間
忙
つ
い
℃
、
間
末
艇
要
は
「
農
地
改
革

ω
農
家
経
済
へ
凶
影
響
は
、
高
個
商
事
小
作
料
白
決
定
的
低
減
と
い
う
ζ

と
を
基
本
と
し
て
、

。

註



そ
れ
忙
基
い
て
展
開
さ
れ
る
輔
自
の
も
旧
で
あ
る
心
位
、
折
角
0

・
小
作
の
比
重
偶
下
と
い
う
農
地
改
革
白
抽
泉
も
、
租
積
氏
討
課
負
措
の
搬
靖
に
ま
っ

て
消
長
さ
れ
て
し
ま
っ
た
自
で
あ
る
か
ら
、
農
蹴
改
革
が
農
家
経
漕
に
到
し
て
積
極
的
な
彰
響
を
及
ぼ
す
べ
き
ル
ー
ト
が
そ
の
ネ
ッ
グ
を
抑
え
ら

れ
た
と
と
に
な
づ
て
、
つ
い
に
何
己
貸
質
的
な
影
響
を
直
接
具
え
る
と
之
が
で
き
な
〈
な
っ
て
し
ま
っ
た
白
?
あ
る
」
(
概
要
入
六
豆
頁
)
と
悲

し
む
べ
き
結
語
を
山
べ
て
い
る
。

(ニ)

土
地
所
有
閥
係
の
同
盟
貌
と
生
産
力
接
官
者
と
の
関
連
性

農
地
改
革
前
に
ゐ
い
て
は
年
間
!
組
収
谷
五
、

0
0
0
l六、
0
0
0図
を
あ
げ
る
(
一
一
-
|
一
一
一
町
の
総
皆
規
模
)
中
践
的
自
小
作
農
屑
が
最

も
強
極
左
生
産
力
の
強
い
手
で
あ
っ
た
己
主
は
(
い
わ
ゆ
る
中
農
傑
準
化
傾
向
可
「
概
要
」
の
と
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
宇
第
一
の
終
世
田
高
規
模
の
貼
か
ら
の
べ
て
み
る
と
従
来
、
わ
が
闘
で
は
、
農
家
経
営
分
析
の
指
標
と
し
ご
経
営
耕
地
而
積
氏
狭
別

を
と
っ
て
い
た
。
す
左
わ
ち
、
「
投
下
山
司
本
の
大
小
の
差
か
ら
〈
る
鳥
響
を
遮
断
し
て
経
常
耕
地

D
底
狭
恥
ら
の
悲
の
み
を
柏
町
し

た
」
(
問
要
九
宜
六
頁
)
c

し
か
し
、
そ
れ
が
科
同
学
性
を
伴
わ
な
い
と
と
は
概
要
の
筆
者
(
綿
符
氏
)
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
と
の

駒
は
「
ロ
シ
ア
忙
長
け
る
費
本
主
義
の
設
建
」
や
「
ア
メ
ヲ
カ
合
衆
園
K
K
M
け
る
費
本
主
義
と
農
業
」

の
筆
者
に
よ
う
て
も
す
で
に

商
品
粧
品
開
の
渦
中
に
ま
き
こ
ま
れ
た
場
合
小
農
的
経
営
と
い
え
ど
も
慣
低
増
穂

n
利
潤
迅
求

の
商
を
無
視
す
る
と
と
は
絶
割
に
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
な
い
て
資
本
田
有
機
内
構
成
、
あ
る
い
は
資
本
集
約
皮
の
問
題
が

(
託
}

階
居
分
化
を
と
わ
か
げ
る
場
合
に
必
須
の
分
析
硯
角
と
伝
う
た
わ
け
で
あ
る
。

批
判
宇
み
の
賄
で
あ
る
。

す
左
わ
ち
、

註

か
〈
て
、
綿
谷
氏
自
提
稽
す
る
新
し
い
指
標
に
主
れ
ば
、
従
来
。
反
背
粗
牧
益
土
地
生
産
力
と
勢
働
一
日
営
り
粗
収
益
(
勢
働
生
産
力
)

L

と白

誼
行
的
関
係
が
平
行
的
閥
Mm
と
し
て
美
事
忙
惇
ぽ
り
的
忙
表
現
さ
れ
ろ
わ
け
で
あ
る
。

と
と
ろ
が
、

と
白
土
う
な
ず
ぐ
れ
た
分
析
視
角
も
戦
後
段
階
の
分
析
に
際
じ
亡
は
、

そ
の
彩
を
ひ
そ
め
、
再
び
経
営
商
時
間
別
の
メ

農
地
改
革
自
基
本
的
性
格

第
七
十
告

第
四
競



農
地
改
革
の
基
本
的
性
格

第
七
十
巻

一

四

第
四
掠

ル
ク
7
1
L
P
に
占
っ
た
の
は

l
従
っ
て
そ
の
結
論
も
自
ら
批
判
し
て
き
た
も
の
の
く
り
返
し
に
終
っ
た
の
は
ー
や
や
合
結
の
ゆ

か
ぬ
と
と
ろ
で
あ
る
。

(
問
要
九
六
九
頁
以
下
)

な
止
「
概
要
」
の
生
産
力
分
析
に
射
す
る
若
干
の
批
判
貼
と
し
て
は
、
農
業
資
本
構
成
〔
C
艶
V
)
を
と
り
あ
げ
る
に
際
し
、
あ
る

と
き
は
経
営
費
に
長
け
る
物
件
費
と
人
件
費
と
し
て
(
例
え
ば
却

C
+
m
v
と
し
て
)
と
り
あ
げ
(
概
要
入
六
入
頁
・
入
入
六
頁
)
、
あ
る
と
き

は
資
産
総
額
を
も
っ
て
C
と
し
て
い
る
場
合
(
例
え
ば

m
c十
回

V
)

も
あ
る
(
概
磁
九
五
三
頁
)
が
、
と
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
前
者
が

正
首
で
あ
る
(
と
い
う
叩
は
、
年
々
再
生
産
過
程
に
債
値
補
填
さ
れ
る
C
部
分
の
み
が
不
嬰
資
本
で
あ
忍
か
ら
)
。
叉
、
経
営
規
模
別
反
首
粗
牧
盆

(
反
省
収
量
)
を
示
す
場
合
虻
、
あ
る
と
き
は
、
経
営
団
積
の
一
上
昇
と
共
に
反
営
牧
最
が
減
少
す
る
統
計
表
を
出
し
(
隅
車
九
五
三
頁
・

九
七
五
頁
)
叉
、
他
の
と
と
ろ
で
は
、
粧
品
百
面
積
の
上
昇
と
平
行
し
て
反
収
が
増
大
す
る
統
計
を
聞
し
て
い
る
(
概
要
九
六
五
買
・
九
六
八

頁
)
。
し
か
し
、
も
し
後
者
の
主
う
な
事
態
が
現
賀
で
あ
る
中
な
ら
ば
、
綿
谷
氏
が
経
管
規
模
の
指
標
と
し
て
経
営
面
積
底
狭
別
の
指
標

に
反
劉
し
粗
牧
徒
あ
る
い
は
資
本
構
成
的
硯
角
を
と
り
あ
げ
る
と
と
の
意
味
が
分
析
視
角
そ
の
も
の
と
し
て
の
後
者
の
重
要
性

は
夫
わ
な
い
が
|
|
愛
っ
て
く
る
の
で
は
左
か
ろ
う
か
。

失
に
、
営
農
形
態
と
生
産
力
捨
営
階
層
と
の
閥
蓮
性
の
問
題
で
あ
る
が
‘
戦
後
の
傾
向
と
し
て
綿
谷
氏
は
、
「
要
す
る
に
‘
農
地

改
革
後
の
中
段
厨
は
醤
小
作
農
出
身
者
の
あ
る
程
皮
の
粧
品
耳
目
上
昇
と
背
自
作
農
の
一
経
営
停
滞
と
の
雨
傾
向
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
農

業
生
産
力
の
形
成
を
主
般
的
に
代
表
し
う
る
も
の
は
、

勿
論
前
者
に
求
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
」
(
概
要
九
七
二
頁
)
と
し
、

又、

註
と

し
て
「
と
の
事
貨
を
地
帯
別
に
み
れ
ば
、
中
長
田
腔
白
自
作
化
が
改
革
前
に
殆
ん
ど
完
了
し
て
い
る
近
畿
地
帯
の
良
業
が
戦
後
停
滞
し

て
し
ま
い
、
自
作
化
か
ら
た
ち
お
く
れ
て
い
た
東
北
農
業
が
相
封
的
前
進
怯
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
論
理
と
も
在
る
で
あ
ろ
う
」
(
概

要
九
七
三
頁
)
と
の
べ
て
い
る
が
、
貨
は
と
の
よ
う
に
結
論
す
る
と
と
忙
は
疑
義
が
丘
い
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
土
地
所
有
閥
係



農家経;青の取支(悶[[ ) 第|図
農
地
政
草
心
基
半
的
性
格

自t1.28町1:作地日|尻11っ当平均耕地圏直|本自作1~6.6民

家験数 6.5λ

(註)の

② 

③ 

土1也生産力と労伯生産力との関連'1'1[
(日自12帝塁塁策蛙営調査ふり)

億円阿

(7の3)250 〔つの1)20口
第
七
十
塩

瓦当相峡畳

L 

t 
E当農業t[，得

20C 

1001' 

'5υ 

、-¥/¥
180 

160 

，'" 、.

一

益

ι

帥

三

緋

本

一

農

~
九
附

品
打

、‘・

50 

mc古1イ白一日当相敗笹 川の2)

にー

O 

401つ~ UiJ 

第
四
腕

叩
〈
2

醐

川

削

3
m
m

蜘
5
剛

山

300 

川
町

5
問

削

蜘

}

棚

山

mj抑
叩

0
1
0
¥
D
3
川
明

白

川

湘

収

益

別

-

(

350 

307 
在日町1.5 7.5、 35

~~~古~ 3" J 
間却問1(1.71(22) (2m (3.2:) (3.6) 

(備考)

0ワの1.7の?は径宅書簡菰別 1よる分祈
申'1の3ワの4'ユ粗J伎益別 f...J:香合判

4 

{邑01

宜



農
地
改
革
白
基
本
的
性
格

第
七
十
番

P且

農家内得圧経費目黒年tt較[農蒙経;音調査)
(回911=IOOt寸3 日銀卸売l~1i1lil鍬にて換.l)

第2図

日
H
M
H
諸

員

担

圃

園

田

目

家

計

質

問

自

闘

目

経

営

費

1
1
1
1
農
家
附
得

3500 

ハU

パ
U

ハ
U

ハU

A
斗

qu

600 

3000 

1500 

2000 

ハU
/
ハ
υ

八
u

n

u

ハ
ソ
ム
』
l

1000 

900 

800 

ワ00

第
四
披

六

;500 

400 

300 

~OO 

100 

24 23 22 21 20 18 16 11 636 
O 



車3図農宮措置担の累年比較 (22??]
{箇9-11-1印)の羽面指数l口集.)

農
地
改
革
U

基
本
的
問
格

実質農家経ご背余剰E同配分
(国ト 11の矧温水準にて換草)

第5図

‘、、.

¥
 

¥
 

l
¥
 

E
t
i
o
-
-
、、

1200 

600 

400 

500 

1000 

900 

800 

可00

aI 00 

第
七
十
巻

五

餌
四
腕 300 

100 

。

200 
七

25 19 20 21 
、~ーー〆

戦世景気

随
一
見
町、
J

戸
ヲ
キ
J

4
F

ぉ
un

q
u
 
』時

間
一
戦

加 100

日目15



農
地
攻
草
白
基
本
的
性
格

第
七
十
巻

-r、
構
図
挽

Jヘ

圃

-
E
農
家
経
清
余
剥

開

問

問

諸

国

尺

担

問

川

山

家

計

費

24-

農l安 pfif~ の累年配分比率
(農~'経済調査より算出)

農家経清余剰の目B~比率(%)

産週目への投下 現主 マ"，llt組拍員
田9_l1li41.3.ーー→... "忽穿で守三:4王E

95 

田 18 匪勿吻~~級争後初
1見主 103，2

田 20 臨廼~乙~ß.ユ旦迄乙'~Æ: 24 

現金 学の

田 21 間11215画初均48.4~冴南町

田22.-ーーー-ー 一世田且 ".5

現金

田23路弘WA;王子o5口O担必究広ガヨ

f (1)1;;:51.9 

銅 24農家経清1':車字の止の告書華とも鹿錯する

23 22 21 20 18 16 11 

第4図

回日

16 

第6図

大1，

農
家
珂
得
(
一

o
o
z



の
名
目
的
号
愛
革

l

固
定
資
産
税
に
も
及
ば
な
い
よ
う
な
小
作
料
の
消
滅
で
自
小
作
農
が
長
年
に
わ
た
る
経
出
世
間
・
刑
合
傑

件
の
不
利
た
今
直
ち
に
一
掃
し
う
る
だ
け
の
資
格
を
興
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
叉
、
山
林
原
野
の
解
放
に
つ
い
て
は
‘
殆
ん
ど
手

を
つ
け
中
、

f
ミ
同
の
一
殆
ん
ど
が
奮
自
作
良
ら
に
よ
っ
て
淵
占
遣
れ
更
に
醤
自
作
践
の
村
政
に
し
め
る
優
位
性
等
を
考
慮
に
入
れ
る

唱
と
き
、
早
計
な
結
論
(
農
地
改
半
日
過
大
許
償
)
は
出
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
叉
、
農
業
危
機
が
ひ
し
ひ
し
と
訟
と
す
れ
つ
つ
あ
る
昨
今
、

東
北
草
作
地
帯
が
多
角
的
近
畿
型
経
営
に
比
し
↑
居
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
も
高
官
で
あ
る
。
克
忙
、
賃
銀
労
働
力
あ
る
い
は
良
家

副
業
等
の
粂
業
牧
入
に
よ
う
て
農
家
家
計
の
柿
幼
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
亡
い
る
日
本
の
大
多
政
の
零
細
良
の
場
合
.
東
北
段
階
の
劣
位

性
は
そ
う
た
や
す
く
と
り
も

E
し
う
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

回

農
地
改
革
後
の
農
民
暦
の
分
解

今
次
の
農
地
改
革
は
、
半
封
建
的
土
地
所
有
諸
形
態
左
、
分
解
・
嬰
草
す
る
た
め
に
ー
廃
史
的
暫
時
的
に
採
ら
れ
た

ιの
で
あ

b
、

そ
の
構
成
は
、
「
基
本
的
に
は
『
政
世
犯
に
亙
る
封
建
川
区
制
』
の
基
礎
と
な
う
た
と
と
る
の
日
本
に
ゐ
け
る
地
王
制
を
清
掃
し
、
本

格
的
由
民
業
へ
の
前
提
と
し
て
農
民
的
土
地
所
有
を
形
成
せ
し
む
る
た
め
の
民
地
の
解
政
を
根
幹
と
し
た
」

あ
る
。
従
っ
て
中
封
建
的
土
地
所
有
諸
形
態
が
農
地
改
革
に
よ
う
て
ど
の
よ
う
に
分
解
画
経
草
し
た
か
が
、
今
弐
の
農
地
改
革
の
意

義
の
許
債
の
上
位
ゐ
い
て
、
重
要
左
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
と
の
問
題
へ
の
接
近
が
本
稿
の
目
的
で
あ
っ
て
、
と
の
接
近

(
概
要
七
六
三
頁
)

の
で

の
手
が
か
り
と
し
て
「
期
米
間
製
」
第
三
章
第
二
一
節
前
二
放
「
農
地
改
革
に
よ
る
良
村
各
階
居
の
経
貌
」
を
と
り
あ
げ
た
い
。
何
故

な
れ
ば
、
「
分
解
・
時
四
革
L

と
い
う
と
と
は
、
「
良
地
改
革
を
基
底
的
な
一
段
と
す
る
戦
後
民
業
の
縫
動
に
沿
い
て
、
そ
の
主
憾
で
あ

呂
農
村
各
階
居
は
如
何
に
愛
貌
し
う
れ
J

あ
る
か
、
と
い
う
己
と
忙
外
在
ら
な
い
。
う
ま
り
、
戦
後
に
ゐ
け
る
農
民
貯
の
八
灯
併
を
農
地

農
地
改
草
白
基
本
的
性
格

部
七
十
巻

七

第
四
披

;h. 



農
地
改
革
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基
本
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性
格

第
七
十
巻

J、、
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四
擁

O 

改
革
を
硯
黙
と
し
て
把
え
ふ
こ
と
で
あ
る
。
」

(
概
要
入
二
三
買
、
一

か
ら
で
あ
る
。
従
う
て
農
地
改
革
に
上
る
「
封
建
的
土
地
所
有
諸

形
態
。
分
解
・
凌
草
」
と
い
う
分
析
視
角
か
ら
、
農
民
岡
市
分
解
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
農
地
改
草
に
上
る
農
民
日
付
分
解
は
、

「
顕
末
概
要
」
「
入

O
↓
頁
!
八
五
九
頁
)
に
よ
れ
ば
弐
の
如
く
で
あ
る
。

同
本
地
主
制
山
根
幹
た
る
五
十
町
歩
N
H

上
川
口
六
地
主
(
一
千
町
昔
以
よ

o
E
犬
地
玉
、
北
海
道
地
主
そ
合
む
)
が
特
に
日
本
地
主
制
り
「
象
徴
」

で
あ
る
千
町
歩
地
主
の
所
有
農
地
が
、
農
地
改
革
に
よ
り
、
一
向
車
に
併
以
せ
ら
れ
た
ζ

こ
ろ
に
農
地
政
車

ω
決
定
的
な
意
義
が
存
す
る
。
(
筆
者
註
、

こ
の
設
に
闘
し
て
は
既
に
序
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
た
自
で
、
窓
可
し
は
立
入
・
ち
な
い
)

大
凡
農
地
改
革
心
祖
租
に
お
け
る
地
主
的
土
地
所
省
の
慶
化
は
、
絡
職
以
謀
、
不
在
地
主
心
貸
付
地
が
金
〈
な
く
な
り
、
不
耕
作
地
主
心
貸
付
地
が

四
分
自
一
以
下
に
、
耕
作
地
主
の
貸
付
地
が
一
一
一
分

ω
一
一
以
下
に
減
少
し
た
こ
と
と
、
耕
作
地
主
炉
圭
組
ζ

し
て
大
凡
一

O
M河
内
減
少
寧
(
こ
札
忙
罰
し

て
不
耕
作
地
主
は
、
事
ゐ
誼
に
多
手
噌
加
)
、
総
地
主
戸
数
が
約
主
部
前
後
円
減
少
車
と
な
っ
て
い
る
と
と
と
に
よ
り
、
主
と
し
て
荷
積
ょ
の
機
械
で

戸
数
上
で
は
時
ど
不
盤
、
即
ち
貸
什
規
模
の
零
細
化
と
し
て
詞
わ
ば
内
容
的
に
遺
行
し
た
こ
と
を
意
時
す
る
。
然
し
乍
ら
、
そ
の
艶
副
が
早
に
貸
付
面

積

ω
大
幅
な
滅
少
、
貸
付
規
模
。
一
様
な
倭
小
化
と
い
う
だ
け
で
は
な
〈
、
こ
自
宅
っ
た
量
的
強
化
と
共
に
、
小
作
料
の
牧
軍
事

ω
低
下
と
い
ろ
質
的

塑
化
が
、
寧
ろ
よ
り
基
本
的
な
意
義
を
も
ヲ
。
而
じ
℃
、
今
日
で
は
、
地
主
的
土
地
所
有
は
第
二
次
的
牧
草
者
に
再
落
す
る
に
至
っ
た
。
(
量
的
に
倭

小
化
、
質
的
に
職
前
心
中
封
建
的
性
格

ω
喪
先
)
こ
の
よ
う
な
地
主
的
土
地
所
有
の
賀
挽
は
‘
不
耕
作
地
主
山
場
合
口
民
百
改
革
に
よ
っ
て
、
耕
伊
地

主

ω
場
合
は
多
か
れ
山
げ
か
れ
民
地
改
革
と
は
無
関
係
に
行
わ
れ
に
。
地
主
的
土
地
所
有
心
地
域
的
闘
停
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
心
小
作
型
と
西
日
本
心

官
作
担
と
山
、
大
E
以
南
一
貫
し
た
地
域
的
封
抗
踊
倖
炉
、
農
地
改
革
に
よ
っ
て
、
相
釘
向
に
東
日
本
山
自
作
型
と
四
日
本
白
小
作
型
と
い
う
勤
抗
閥
併

に
謹
轄
す
る
に
至
つ
も
F

。
こ
れ
位
農
地
改
革
が
在
村
地
主
目
平
均
一
町
歩
保
有
を
認
め
た
た
め
、
大
不
在
地
主

ω
比
五
円
高
か
う
た
東
日
本
的
解
放
百

積
心
高
い
比
率
に
針
し
て
、
在
村
小
地
主
白
比
重
が
比
較
的
高
か
っ
た
酉
日
本
心
解
拭
面
積
心
低
い
比
串
と
い
う
事
情
に
基
〈
。
而
ー
と
¥
中
小
地
主

自
作
化
。
伺
向
に
慨
し
て
は
.
不
耕
作
地
主
の
自
作
化
が
一
般
に
問
題

t
た
い
由
に
反
L
、
耕
作
品
主
は
泊
針
的
意
臨
で
自
己
心
経
管
規
模
を
一
般
農

家
ζ

を
犠
牲
に
し
て
晴
上
向
せ
し
め
る
と
い
う
地
主
自
作
化
の
型
を
と
つ
に
。
こ
心
地
主
白
土
地
取
上
げ
に
よ
る
自
作
自
白
地
域
的
釘
抗
闘
需
の
背

後
に
、
「
賞
質
的
に
は
地
主
心
土
地
取
ム
げ
に
よ
る
自
作
化
は
京
日
本
に
劃
し
て
両
日
本
が
二
倍
近
〈
も
多
〈
な
ワ
て
い
る
と
い
う
質
的
・
段
階
的
な

相
違
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」
小
作
地
取
上
げ
に
上
る
地
主
由
自
作
化

ω
、
東
日
本
よ
り
も
西
日
本
忙
お
け
る
明
ら
か
な
よ
サ
康
汎
な
謹
行
(
多
か
れ



山
げ
な
ト
か
小
山
伊
地
円
建
存
事
情
に
封
躍
し
て
)
は
、
地
主
目
白
作
化
が
一
般
的
に
云
っ
て
、
謂
わ
ば
西
日
本
的
性
格
自
も
の
で
あ
り
、
せ
い
ぜ
い
中
陸

北
傾
向
に
過
ぎ
な
い
。
こ
白
乙
ζ

位
、
特
殊
的
に
は
地
主
心
頭
行
的
な
小
骨
地
取
上
げ
に
上
る
宮
農
化
個
向
の
事
例
。
存
在
す
る
乙
と
を
否
定
す
る
も

の
で
は
な
い
。
恭
し
そ
の
地
主

ω
宙
産
化
心
場
合
で
も
、
地
主
宮
農
作
の
系
譜
が
主
と
し
て
問
題
で
は
な
く
て
、
そ
の
守
一
同
長
化
帽
向
、
そ
の
富
農
担
管

そ
の
も
り
り
怯
椅
、
即
ち
地
主
、
商
人
、
高
利
貸
問
機
能
に
基
〈
哲
型
心
富
良
か
、
ぞ
れ
こ
も
農
業
経
皆
目
近
代
化
に
基
く
新
型
の
宮
農
か
と
い
う
と

と
ろ
に
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
地
主
白
自
作
化
的
問
題
と
し
て
検
討
す
ベ
き
で
は
な
く
て
、
官
良
化
傾
向
田
性
特
の
問
題
と
し
て
、
農
民
居

円
分
化
白
視
角
か
ら
新
た
に
検
討
さ
る
べ
き
も
四
で
あ
る
。

地
主
制
が
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
と
し
て
確
立
さ
れ
亡
以
車
(
明
袖
叶
牛
代
!
終
曲
)
、
「
一
貫
し
て
援
慢
な
中
間
府
唱
曲
目
傾
向
」
に
あ
ヨ
た
目
本

農
民
層
的
分
品
目
基
調
目
、
職
後
回
農
地
改
革
。
進
行
掴
程
に
お
け
る
鑓
化
主
結
論
的

ι
い
え
ば
、
そ
れ
は
戦
後
に
お
い
て
も
基
本
的
に
云
っ
て
戟
前
。

引
き
績
き
で
あ
り
、
農
地
改
革
に
よ
り
奪
わ
れ
た
農
民
白
金
調
餓
傍
働
部
分
の
牧
取
主
い
う
地
主
的
機
能
が
、
職
後
に
和
い
て
、
濁
占
資
本
自
農
民
把

握
に
よ
円
J

て
引
躍
が
れ
て
、
職
後
山
町
農
民
分
化
(
全
般
的
な
落
暦
畑
向
)
は
、
。
職
前
の
歪
め
ち
れ
た
農
民
分
解
(
中
間
唐
噌
加
帽
向
)
が
更
に
一
暦
蹴

し
く
歪
め

b
れ
た
も
白
に
升
な
ら
な
い
。
離
し
乍
ら
、
職
前
記
佳
民
分
化
と
戦
後
心
そ
れ
と
は
決
し
て
同
一
で
は
な
い
。
印
ち
、
こ
の
差
異
は
「
職
後

の
凋
占
費
本
山
農
民
把
握
が
時
前
心
地
主
中
枚
取
よ
り
も
準
か
に
全
面
的
で
あ
っ
て
、
従
ヲ
て
そ
れ
に
よ
る
蔭
民
分
佑
白
歪
み
が
職
前
よ
り
も
一
層
蹴

し
〈
あ
ら
わ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
と
ζ

ろ
K
あ
る
。
」
職
前
に
お
け
る
農
民
的
小
商
品
生
産
と
農
業
生
産
力
?
援
慢
な
よ
向
的
致
民
自
進
行
に
劃
し

て
、
時
後
に
布
い
て
は
、
農
村
温
剰
人
口
の
累
積
、
兼
業
牧
入
心
喪
先
、
シ
ェ

1
レ
白
本
格
化
、
供
出
と
掛
金
の
棺
如
畢
に
よ
り
、
職
前
回
中
間
暦
靖

加
傾
向
が
輔
務
傾
向
と
な
り
、
農
業
幌
管
回
全
舵
的
な
落
居
伺
向
と
な
っ
て
農
民
的
上
向
田
可
能
性
が
あ
ち
ゆ
る
方
面
か
ら
抑
え
ら
れ
、
日
本
農
業
自

存
在
そ
白
も
自
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
り
に
外
な
ら
な
い

ω
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
職
前
の
農
民
分
化

ω
歪
み
は
、
官
民
と
貧
農
と
り
謝
立
的
な
瑳
展
が

抑
え
ら
れ
、
全
農
民
唐
山
部
一
義
的
な
地
主
の
半
封
建
附
肱
取
に
劃
す
る
封
立
と
い
う
形
で
あ
づ
た
が
、
戦
後
に
お
い
て
も
、
乙
れ
と
同
樺
に
「
官
長

と
貧
農
と
り
樹
立
的
な
設
展
は
、
依
然
と
し
て
情
第
二
義
的
な
も
白
と
し
て
抑
え
ら
れ
、
調
占
資
本
と
心
闘
俸
が
博
一
義
的
に
な
っ
て
い
る
に
そ
れ

社
、
職
後
四
圭
般
的
な
縛
落
冊
向
は
、
富
良
封
貧
農
り
針
立
的
愛
展
が
歪
拍
ら
れ
、
宮
島
化
傾
向
が
眼
力
に
抑
制
、
匪
殺
さ
れ
9

9

あ
る
と
い
う
こ
と

口
一
民
商
に
升
な
ら
な
い
白
で
あ
る
。
正
そ
れ
は
、
職
前
回
半
到
建
的
関
係
が
職
後
強
化
さ
れ
て
き
た
凶
で
位
な
く
し
て
、
謂
わ
ば
濁
占
資
本
に
罰
す
る

貧
農
ル
い
と
い
う
新
し
い
関
係
で
あ
っ
て
、
全
長
民
が
謂
わ
ば
問
屋
制
的
苅
至
は
特
約
組
合
的
に
把
握
さ
れ
、
提
属
さ
せ

b
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
心
上

で
は
小
生
産
者
、
事
賃
上
は
賀
野
働
者
に
輔
落
と
い
う
意
味
で
、
文
字
語
り
の
宇
プ
ロ
レ
ダ
ヲ
ア

U
貧
農
化
し
ワ
つ
あ
る
ζ

ζ

を
意
味
す
る
。

品
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第
四
腕

自
小
作
別

υ
農
家
構
成
り
鑓
勤
は
、
(
明
治
初
年
以
掠
の
小
作
化
傾
向
が
大
正
六
年
を
柑
機
L

と
し
て
援
慢
な
自
作
化
相
向
に
皮
輔
そ
の
自
作
化
佃

向
は
粧
職
迄
極
め
て
徴
弱
)
終
戦
河
原
、
一
直
接
又
は
間
援
に
民
地
政
草
に
よ
ワ
て
規
定
さ
れ

γ
自
作
化
白
過
程
U
V

急
速
に

H
つ
大
幅
に
揖
行
す
る
に

亘
っ
た
。
」
掠

L
「
農
地
改
革
が
全
国
平
均
一
町
歩
。
在
付
地
主
保
有
小
作
地
を
認
め
た
た
め
、
全
面
解
放
が
行
わ
れ
ず
」
戦
後
白
自
作
出
問
向
仕
草

純
な
も
の
で
は
な
く
、
白
作
農
化
と
自
小
作
農
化
と
の
並
語
心
形
を
と
る
。
戦
後
に
持
け
る
農
民
居
心
分
化
を
地
域
的
に
み
れ
ば
、
昭
和
廿
ニ
年
記
心

東
日
本
H
U
小
作
型
・
西
日
本
uu白
作
型
(
耐
煙
的
《
肖
小
作
畑
。
均
車
》
陀
も
副
態
的
《
設
良
帽
向
》
に
も
)
が
、
農
地
改
草
白
寅
摘
に
主
つ

t
、
京

日
木
H

自
作
型
・
回
日
本

l
小
作
却
に
説
轄
し
て
い
る
。
地
域
的
鯉
皆
規
模
別
農
家
構
成
の
箆
動

U
(勝
経
由
全
般
的
な
帯
唐
・
輔
蕗
化
時
向
に
つ
い

て
は
各
麻
!
と
も
同
様
)
来
日
本
に
劃
す
る
西
日
本
的
相
針
的
危
零
細
構
成
?
と
り
h

ノ
地
域
的
相
違
は
、
農
地
改
輩
に
よ
っ
一
℃
盆
々
促
歯
さ
れ
て
き
て
い

る
。
自
小
作
別
で
も
、
経
管
親
模
別
で
も
、
西
日
本
は
東
日
本
に
劃
し
て
明
ら
か
忙
上
昇
的
傾
向
出
土
り
大
き
〈
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
上
昇
傾
向
と

い
7

て
も
、
そ
自
主
韓
叫
五
反
歩
以
下
山
零
細
な
耕
作
地
主
及
び
自
作
農
で
あ
り
、
主
と
し
て
小
作
地
取
上
げ
に
基
い
て
準
行
し
、
珂
も
そ
れ
に
よ
っ

て
農
家
構
成
の
全
般
的
な
零
細
作
が
寧
る
促
益
さ
れ
た
自
で
あ
る
。

再
出
「
宮
良
化
傾
向
・
賓
産
化
傾
向
」
を
観
察
す
れ
ば
、
戦
後
に
拘
い
て
富
良
と
貴
農
と
へ
の
阿
曽
た
農
民
分
化
は
強
力
に
豆
め
ら
れ
た
3

(

富
良

的
方
向
へ

ω
設
展
は
た
だ
特
別
の
傑
件
を
口
仕
え
た
特
昧
な
場
骨
を
除
い
て
は
一
般
的
に
不
可
師
、
戦
後
の
貧
農
化
問
向
は
基
本
的
に
南
極
分
解
の
一
極

と
し
て
の
貧
農
化
で
は
な
く
九
一
一
農
民
的
な
貧
農
化
傾
向
で
あ
る
)
こ
白
金
般
的
貧
農
化

ω
慎
一
の
現
れ
は
経
普
規
模
白
全
般
的
な
落
暦
縮
小
で
あ
り
、

こ
れ
り
侃
準
的
事
情
位
、
終
職
後
山
山
越
大
な
農
村
人
口
の
墜
力
、
直
接
間
援
に
農
地
改
革
に
基
〈
零
細
化
、
農
地
政
草
由
選
行
中
関
汎
に
費
ι
正
し
た
耕

作
一
斑
葉
乃
室
耕
地
闇
賢
買
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
全
般
的
な
い
料
営
規
模
の
落
居
・
縮
小
炉
、
調
占
賓
本
山
全
農
民
自
把
握
に
基
い
ζ

、
全
農
民
居
の
木
質

的
に
貧
農
北
M
U
事
賃
上

ω
質
勢
働
者
化
を
示
す
。
か
〈
し
て
「
終
職
以
車
、
全
般
的
な
貧
民
化
伺
向
と
し
て
升
見
附
に
同
時
前
と
は
金
〈
則
個

ρ
新
し

い
傾
向
を
示
し
て
き
た
農
民
分
化
も
、
本
格
的
な
農
業
恐
慌
局
面
白
下
忙
、
戟
前
に
事
ち
れ
た
鉄
業
農
家
化
帽
向
及
刊
日
吏
陀
探
羽
化
し
て
蹄
農
民
氾
傾

向
l

中
間
層
噌
加
傾
向
を
再
現
す
る
に
豆
ワ
た
」
ぞ
一
札
は
「
終
時
以
来
、
農
地
改
草
を
基
栂
と
し
て
進
め
ら
れ
た
日
木
農
業
口
構
揖
塑
化
も
、
農
民

会
把
握
す
る
階
級
的
基
軸
と
い
う
献
で
は
決
定
的
に
轡
化

L
乍

b
も
、
農
民
牧
取
心
坤
結
果
に
和
い
て
は
、
大
き
町
宮
球
に
お
い
て
品
ず
し
も
暁
前
白

扶
態

c
醤
っ
て
い
な
い
と
い
う
と
こ
の
、
最
も
端
的
な
あ
ら
わ
れ
に
外
市
ら
な
い
も
の
で
あ
る
」
然
し
乍
ら
「
表
雨
的
に
は
、
同
晶
体
な
農
民
暦
の
般
慣

も
、
そ
の
基
軸
が
移
動
し
そ
の
構
遣
が
盤
ワ
て
い
る
限
り
、
そ
の
も
つ
計
官
経
済
的
意
議
は
も
は
や
同
一
で
は
あ
り
え
な
い
。
L



以
よ
、
「
願
末
概
要
」
に
よ
っ
て
、

農
地
改
革
に
よ
る
農
民
間
聞
の
分
併
を
概
説
し
た
の
で
あ
る
が
‘

と
れ
が

と
り
も
な
長
さ
十

長
年
忙
亙
り
稜
民
し
た
複
雑
な
キ
封
建
的
十
地
所
有
語
形
態
の
一
形
態
・
特
贋
・
鴎
結
の
、
農
地
改
革
を
遁
う
じ
て
の
分
解
・
餐
平
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

今
女
の
農
地
改
革
は
、
農
民
的
土
地
所
有
形
成
の
基
礎
を
築
い
た
。
け
れ
ど
も
強
力
に
よ
る
上
か
ら
の
「
改
革
L

K
よ
っ
て
行

b

れ
た
と
と
は
、
今
弐
の
一
農
地
改
革
を
し
て
奮
い
土
地
所
有
誇
関
係
を
完
全
に
駿
棄
せ
し
め
え
な
か
ヲ
た
。
し
か
も
良
村
白
内
外
か
ら

に
よ
り
、
「
最
も
正
義
に
か
去
っ
た
枇
舎
的
に
最
も
有
利
な
」
農
民
的
土
地
所
有
の
降
立
も
見
ら
れ
な

の
諸
傑
件
(
一
、
序
を
見
よ
)

か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
又
同
時
忙
日
本
農
民
間
団
が
一
臆
猫
立
自
営
農
民
間
畑
・
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
資
本
主
義
的
護
展

宇
一
強
力
に
阻
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
も
と
よ
り
荷
型
官
農
ι
刊
の
泣
も
あ
う
た
が
、
と
れ
は
「
謂
わ
は
尚
人
的
な
前
資
本

宇
一
義
的
左
も
の
で
、
そ
れ
に
基
い
て
一
部
の
良
民
が
良
業
経
営

E
有
利
に
し
て
高
い
牧
ハ
叶
を
あ
げ
て
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て
経
由
営
向

上
白
優
位
、
農
業
経
営
の
有
機
的
構
成
の
高
さ
忙
長
一
〈
本
柑
郊
の
沓
木
主
義
の
後
展
と
は
同
一
で
は
友
い
。
」
(
概
要
入
五
五
頁
)

而
し

て
改
革
後
の
農
民
分
解
の
進
行
は
J
一
同
農
と
貧
農
と
の
両
極
分
解
と
し
て
は
現
れ
な
か
っ
た
。
勿
論
そ
こ
に
は
‘
一
官
う
ま
で
も
な
い
が
、

農
業
資
本
主
義
の
稜
濯
に
砕
い
て
必
然
的
に
典
型
的
に
現
れ
る
農
薬
紅
白
か
ら
の
土
地
所
有
の
介
離
(
鵠
霊
謂
位
一
耕
一
時
…
品
世
)

も
な
か
っ
た
。

と
と
に
、
改
革
後
の
日
本
民
・
山
・
漁
村
の
構
造
を
検
討
す
る
必
要
が
存
ず
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
、

所
有
諸
閥
係
の
狽
占
資
本
の
最
新
の
成
府
と
の
緊
密
な
交
錯
、
或
は
先
資
本
主
義
的
陸
奥
的
残
存
物
と
の
癒
着
に
よ
る
宇
封
建
的
生

産
関
係
が
支
配
的
で
あ
り
、
特
殊
的
に
は
、
名
子
制
度
の
典
型
的
地
帯
に
残
存
せ
る
荘
闘
い
生
産
関
係
(
例
え
ば
、
薪
茨
林
使
用
仁
伴
う
諸

閥
係
日
入
曾
躍
、
と
努
倒
地
代
、
家
畜
・
小
作
の
残
存
、
山
林
所
有
者
品
名
子
地
主
的
地
頭
》
と
の
関
係
が
極
め
て
封
建
的
で
ゐ
る
協
子
・
林
業
貸
労
働
者
の

一
般
的
に
は
、
奮
土
地

農
地
改
革
四
基
本
的
性
格

第
七
十
巷
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情
四
掠

四

「
借
金
農
奴
」
白
地
位
へ
の
閥
落
等
々
)

(
概
要
九
一
七
頁
)

割
地
制
を
時
間
し
た
と

r
ろ
で
は
、
割
地
制
の
階
居
的
支
配
闘
係
が
今
後
再

ぴ
生
ボ
ノ
る
可
能
性
の
十
分
あ
る
と
と
(
概
要
九
二
六
頁
)
、
「
網
元
品
現
地
主
の
改
革
に
止
け
る
漁
村
で
山
政
治
力
、
経
済
的
支
配
を
維

持
す
る
強
靭
性
」
(
概
嬰
九
J

三
頁
)
等
々
の
宇
封
建
的
生
産
閥
係
が
残
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
ぐ
し
て
、
地
主
的
土
地
所
有
が
、
大
き
く
鑓
勤
し
た
に
も
か
か

b
ら
宇
、

下
)
農
地
改
革
後
四
農
民
居
心
分
解
は
、
信
い
生
産
諸
闘
係
D
も
と
に
、

(
量
的
に
一
様
な
倭
小
化
、
質
的
に
小
作
料
の
牧
取
曜
の
低

来
た
の
で
あ
っ
た
。

戦
前
の
そ
れ
よ

D
も
一
一
厨
激
し
く
歪
め
ら
れ
て
顕
現
し
て

(
そ
し
て
そ
こ
に
、
諸
法
律
の
誼
用
下
に
粉
飾
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
奮
型
地
主
・
富
農
伯
の
遣
と
特
殊
な
場
合
の
農
民
厨
の
薗
型

寓
長
的
方
向
へ
の
そ
れ
と
が
現
れ
な
が
ら
。
)

五

農
地
改
革
を
め
ぐ
る
地
主
と
農
民
の
封
抗

宇
封
建
的
土
地
所
有
制
l
b
γ
隷
農
的
零
細
由
民
誹
を
碁
盤
と
す
る
と
と
ろ
の
軍
事
的
苧
封
建
的
、
日
本
資
本
主
義
は
日
本
の

敗
戦
に
荘
い
て
、
崩
壊
し
、
そ
れ
と
共
に
そ
の
照
史
的
生
深
ま
了
し
た
と
と
ろ
で
あ
る
。
び
と
こ
れ
を
民
主
主
義
革
命
と
よ
ぷ
。
そ

の
鑓
革
の
某
本
池
棋
は
『
封
建
的
』
去
る
も
の
の
梯
拭
と
『
農
民
解
放
』
と
、
と
れ
で
あ
づ
て
、
そ
と
に
農
地
改
革
の
地
位
が
県
え

一寸

「
と
れ
ら
O
愛
貌
は
現
質
的
に
は
営
団
す
る
土
地
境
革

i
農
業
鐙
草
の
段
階
に
長
け
る
地
主
的
反
動
と
農
民
的

反
般
の
封
抗
の
裡
に
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
夜
で
は
地
主
制
止
零
細
農
耕
と
の
封
抗
の
関
係
が
如
何
去
る
劉
舷
の
形
態
を
示
し

た
か
ら
ピ
整
理
、
検
討
」
へ
蹴
史
、
九
七
七
頁
)
し
、
良
制
改
革
そ
め

P
Z
地
主
調
農
民
の
闘
争
形
態
を
地
域
的
・
時
期
的
に
分
析
さ
れ

ら
れ
」
一
概
認
序
文
¥

ょ
う
と
す
る
。

地
主
居
は
農
地
改
革
の
間
愛
鮮
に
沿
い
て
、
封
建
的
な
時
間
津
|
|
岡
櫛
主
義
、
農
地
改
革
に
謝
す
る
農
民
の
無
闘
心
等
ー
ー
を
利



刑
し
て
、
農
地
委
員
曾

ω
階
級
代
表
的
性
格
を
翠
ぃ
、
地
主
側
中
古
代
表
す
る
各
層
候
補
者
か
一
推
薦
、
営
選
せ
し
め
、

抵
抗
の
基
底
を

成
立
せ
し
め
た
。

克
に
飯
米
獲
得
、
進
ん
で
は
閏
作
地
持
大
に
よ
る
富
農
的
経
叫
営
化
雪
闘
っ
て
、
「
封
建
的
な
環
境
の
も
と
k
、
権
力
に
支
え
ら
れ
、
」

政
治
的
動
き
に
鼓
舞
さ
れ
、
集
圏
的
危
土
地
取
上
げ
を
行
う
た
。
し
か
し
か
か
る
度
汎
な
土
地
取
上
げ
の
愛
生
は
農
民
組
合
を
必
然

的
陀
強
化
資
展
せ
し
め
、
地
主
と
小
作
人
の
射
立
は
深
刻
の
皮
を
加
去
、
土
地
取
上
手
議
は
急
激
化
、
表
而
化
し
、
克
に
樹
立
の
激

化
し
た
と
こ
ろ
で
は
‘
地
主
の
暴
力
行
使
或
は
、
司
法
搭
を
利
用
し
て
有
利
に
解
岬
押
し
主
う
と
す
る
傾
向
(
開
停
〕
な
ど
複
雑
な
形
態

を
生
む
に
到
り
、
途
に
そ
れ
は
大
地
、
主
H
金
融
業
閥
係
者
の
指
揮
の
も
と
に
、
訴
訟
行
潟
と
い
う
合
法
手
段
に
よ
り
、
農
地
改
革
自

慨
を
否
認
ぜ
ん
と
す
る
注
意
訴
訟
に
主
で
瑳
展
し
た
の
で
あ
る
。

ひ
る
が
え
う
て
、
農
民
の
土
地
闘
争
の
形
態
を
検
討
す
る
と
、
「
日
本
農
業
の
不
均
等
な
登
展
と
階
厨
分
化
」
を
反
映
し
て
、
多
彩

な
闘

φ
形
態
を
と
っ
た
。
時
期
的
に
と
れ
ら
の
特
徴
を
要
約
す
れ
ば
、
第
一
弐
山
民
地
改
革
の
段
階
(
敗
戦
よ
り
昭
和
三
十
一
年
四
月
選
翠

小
作
貧
農
の
飯
米
確
保
要
求
を
軸
線
と
す
る
小
作
料
引
下
げ
金
納
化
闘
争
、

耕
作
農
民
死
活
の
問
題
と
し
て

ま
で
)
に
あ
う
で
は
、

白
耕
作
楼
確
保
闘
争
、
克
に
長
淵
改
草
徹
底
化
を
目
指
す
未
墾
地
山
林
原
野
の
地
主
的
所
有
形
態
に
劃
す
る
鑓
草
闘
争
と
し
て
、
農

民
白
土
地
に
到
す
る
貨
力
行
使
ん
し
て
特
徴
づ
け
b
れ
る
。

+
引
に
第
一
一
衣
農
地
改
革
の
時
期
(
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
農
地
委
員
選
翠
よ

h
二
十
二
年
三
月
日
最
第
一
回
全
鴎
大
脅
を
組
て
四
月
栂
選
襲
じ
い
た
る
ま
で
)
に
あ
つ
で
は
、

土
地
管
沼
濯
勤
を
軸
と
す
る
合
法
闘
争
に
移

行
し
、
地
ヰ
一
保
有
地
の
会
両
解
放
u
地
主
的
土
地
所
有
白
完
全
解
消
、
解
放
農
地
の
良
民
的
再
分
間
un
民
地
の
央
図
佑
・
協
同
経
営

化
の
部
分
的
貿
現
を
み
た
が
、
そ
の
後
、
農
民
運
動
が
全
般
的
に
供
出
税
金
淫
動
に
移
行
す
る
に
つ
れ
て
、
北
地
闘
争
は
「
隠
し
田
」

摘
蛍
闘
争
に
鐙
容
す
る
に
い
た
り
た
。

農
地
改
革
由
基
本
的
性
格

第
七
十
各

一

第
四
競

五



農
地
政
革
の
基
本
的
性
格

第
七
十
巻

四

第
四
腕

-~­，、

街
地
域
別
に
地
主
側
抵
抗
を
見
る
な
ら
ば
、

五
十
町
歩
以
上
地
主
が
肢
倒
的
比
重

E
占
め
る
東
北
型
と
、

二
、
ゴ
一
町
歩
の
零
細
中

小
地
主
を
中
軸
と
す
る
近
畿
型
の
地
域
的
針
抗
は
抵
抗
形
態
に
も
反
映
す
る
。
印
ち
来
北
型
地
主
は
「
措
世
法
第
六
傑
」
の
規
定
に

よ
っ
て
行
っ
た
買
牧
虚
分
は
無
投
で
あ
る
と
し
、
土
地
所
有
憾
の
確
認
を
求
め
、
強
備
的
に
封
債
の
訂
一
止
を
求
め
る
「
山
形
|
東
京

方
式
」

l
l違
憲
論
に
止
。
て
根
底
か
ら
土
地
改
革
そ
否
定
ぜ
ん
と
す
る
強
力
友
勤
き
を
示
し
て
い
る
。
他
方
近
畿
型
地
主
の
抵
抗

は
大
限
山
川
に
や
い
て
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
。
即
ち
宅
地
、
土
地
政
地
に
準
十
る
耕
地
と
し
て
つ
同
法
第
六
保
三
項
但
書
L

に
よ
る
時

償
責
牧
を
求
め
、
買
収
釘
侭
不
四
百
を
な
じ
る
も
の
、
及
び
都
市
計
霊
に
闘
し
「
同
法
第
阿
続
」
又
は
「
第
五
披
」
越
川
に
よ
る
使
用

目
的
境
史
上
の
買
収
除
外
運
動
の
如
き
自
己
防
衛
の
嬰
求
が
起
っ
て
い
る
。

一
方
良
民
闘
争
の
形
態
を
見
る
な
ら
ば
、
農
民
勢
力
の
弱
い
地
域
例
え
ば
普
憤
小
作
制
度
残
存
地
帯
を
恭
礎
と

T
る
東
北
九
州
一

帯
で
は
強
力
在
地
主
側
一
以
動
農
地
改
革
そ
の
も
の
の
笠
曲
に
罰
す
る
消
極
的
防
衛
闘
争
v

と
し
て
現
わ
れ
、
避
に
農
民
分
化
が
進

行
し
農
民
運
動
の
昂
揚
し
た
地
帯
例
え
ば
長
野
三
重
新
潟
等
の
中
部
地
帯
で
は
積
極
的
丘
地
主
的
土
地
所
有
の
解
閥
、
交
換
分
合
、

共
同
経
皆
の
導
入
す
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

「
期
末
慨
要
」
で
は
以
上
白
如
く
把
握
さ
れ
て
い
る
。

併
し
乍
ら
以
上
白
行
諭
忙
沿
い
て
は
、
雨
者
の
形
態
時
型
化
の
内
面
的
必
然
性
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
良
地
委
員
選
血
中
か

ら
土
地
取
上
、
法
需
品
聞
に
及
ぶ
一
一
連
の
農
地
改
革
に
封
ず
る
地
主
貯
の
妨
害
、
抵
抗
の
一
系
列
え
土
地
に
封
ず
る
民
力
行
使
か
ら

土
地
管
理
運
動
U

農
民
的
斗
地
再
分
配
に
到
る
農
民
府
の
改
革
徹
底
の
一
系
列
と
が
別
々
に
把
握
さ
れ
展
開
さ
れ
て
い
る
の
み
に
油

ぎ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、

地
主
居
の
反
抗
形
態
が
「
封
建
性
の
梯
拭
」
に
針
す
る
封
建
性
白
維
持
存
続
で
あ
り
、
農
民
側
白
反
撃
が

封
建
仕
の
清
掃
・
地
主
的
土
地
所
有
の
併
時
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
の
み
に
終
う
て
い
る
。
し
か
し
在
日
か
ら
か
か
る
併
列
的
、
二
一
川
的



評
債
は
農
地
改
革
に
謝
し
て
誤
っ
た
位
置
骨
奥
え
る
。

先
A
Y
、
地
主
的
抵
抗
を
見
る
に
、
土
地
取
上
が
如
何
に
康
汎
忙
種
生
し
た
か
は
、
統
計
費
料
を
も
っ
て
し
て
は
不
十
分
で
あ
り
、

む
し
ろ
争
議
と
し
て
表
面
化
し
た
い
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
部
分
と
そ
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
叉
分
家
時
即
興
等
に
よ
り
所

有
国
積
を
分
割
し
て
買
収
か
ら
琵
れ
土
う
左
し
、
農
業
生
産
に
不
可
分
に
結
び
つ
く
山
林
、
岡
山
野
、
或
は
、
溜
池
農
道
等
を
今
な
や

地
主
が
支
配
し
て
い
る
事
賀
等
々
、
を

E
L
〈
指
摘
し
つ
つ
「
封
建
的
要
素
」
白
残
存
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
他
方
、
農
民
居
白
闘
争
形
態
に
つ
い
て
は
、
土
地
取
上
に
謝
す
る
防
衛
的
闘
争
を
経

τ、
改
革
徹
底
化
の
必
須
保
件
と
し

て
の
未
墾
地
山
林
等
忙
到
す
る
解
放
闘
争
の
成
功
、
更
に
は
農
民
分
化
の
成
功
し
た
地
帯
に
ゐ
け
る
地
主
的
土
地
所
有
の
完
全
解
間

及
び
解
放
農
地
の
農
民
的
荷
分
配
H
共
同
経
営
化
の
部
分
的
資
現
等
、
の
諸
事
費
を
引
用
例
示
し
て
「
封
建
性
の
挽
拭
」
と
評
償
さ

れ
て
い
る
。
即
ち
一
方
に
於
て
は
今
弐
農
地
改
革
は
「
封
建
牲
の
掛
拭
」
と
し
て
評
慎
せ
ら
れ
他
方
で
は
逆
に
「
封
建
性
の
残
存
」

1

1
「
封
建
的
在
る
も
の
白
再
編
」
が
推
論
さ
れ
る
。
以
下
若
干
こ
の
黙
に
ふ
れ
、
検
討
を
加
え
よ
う
。

地
主
的
土
地
所
有
の
完
全
解
慨
を
目
指
す
土
地
管
政
運
動
白
進
展
が
「
供
出
・
税
金
」
問
題
に
移
行
し
、
又
そ
れ
と
共
に
土
地
闘
争

が
「
隠
し
回
」
摘
登
闘
争
に
「
愛
容
」
さ
れ
た
の
は
一
時
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
闘
争
形
態
の
移
行
は
そ
の
内
部
に
荘
け
る
階
級
的
諸

外
部
的
諸
保
件
の
反
映
と
し
て
把
揖
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
に
も
拘
ら
十
、
行
論
を
通
じ
て
釘
抗
闘
係
白
内
的
蓮
閥
、

保
件
の
同
型
化
、

闘
争
形
態
の
移
行
の
必
然
性
が
理
解
さ
れ
て
い
在
い
結
果
、
「
供
出
・
枕
金
」
問
題
の
意
義
が
見
失
わ
れ
、
又
土
地
管
理
運
動
の
退
行

の
諸
要
因
が
内
的
に
把
揮
さ
札
得
な
く
な
う
て
い
る
。

力
を
温
存
強
化
し
、

日
本
長
村
氏
主
化
を
企
凶
し
た
同
一
の
政
策
主
位
が
、
結
呆
的
に
は
、
農
村
白
磁
存
せ
る
封
建
性
に
よ
U
J

て
、
そ
り
反
動
的
な
勢

か
か
る
封
建
的
地
主
居
正
調
占
資
本
と
を
自
己
の
協
力
者
と
し
て
擁
護
し
よ
う
と
す
る
。
臥
ち
良
民
の
下
か
ら

農
地
改
革
白
基
本
的
性
格

第
七
十
巻

王

静
田
焼

七



農
地
改
革
の
基
本
的
性
格

第
七
十
巻

~ ノ、

第
四
腕

f可、

の
土
地
改
革
を
慰
撫
綬
和
し
、
上
か
ら
白
「
良
地
改
世
」
を
典
ぇ
、
農
民
を
零
細
片
白
土
地
に
縛
り
つ
け
、
労
働
者
と
農
民
と
の
結

合
配
分
裂
せ
し
め
、
そ
の
採
取
と
支
配
と
の
強
化
を
企
岡
寸
る
。
農
地
改
革
に
よ
勺
て
興
え
ら
れ
た
宇
封
建
的
高
率
小
作
料
の
控
除

部
分
は
、
五
世
山
な
農
民
の
本
来
的
上
昇
の
道

i
l協
同
経
常
化
白
資
本
者
積
部
介
ー
ー
と
在
る
こ
と
な
く
、
却
っ
て
「
濁
占
」
者
本

の
も
と
に
止
け
る
従
底
的

l
軍
事
的
日
本
沓
木
主
義
再
建
の
償
粁
と
し
て
、
過
重
注
「
供
出
・
税
金
」
化
よ
う
て
吸
い
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
し
か
も
己
の
牧
奪
は
農
村
に
今
宵
残
存
す
る
封
建
的
支
配
の
綱
の
H
|
山
林
、
水
利
、
農
泊
の
支
配
、
村
政
各
機
関
白
貿

権
、
高
利
貸
共
白
他
商
業
附
係
に
よ
る
村

ο支
配
等
1
l
i
常
温
じ
て
強
力
に
維
持
さ
れ
て
い
る
。
と
の
事
慢
と
そ
良
氏
自
ら
の
本
来

的
上
昇
の
活
を
阻
止
し
、
土
地
闘
争
を
、
封
建
的
法
律
佐
一
掃
す
る
度
封
建
闘
争
そ
の
一
形
態
「
隠
し
田
」
捕
後
闘
守
に
時
宜
容
せ
し

め
た
原
因
で
あ
る
。
「
協
同
経
営
白
慨
に
な
げ
る
生
産
力
抜
克
と
経
済
的
蓄
積
を
可
能
な
ら
し
め
る
た
め
に
補
強
的
支
牲
と
し
て
新

し
い
刊
格
の
経
湾
外
的
要
因
が
要
求
さ
れ
る
。
」
(
概
起
一

0
0三
頁
)
に
し
て
も
、
む
し
ろ
良
村
内
部
に
止
け
る
封
建
内
支
配
を
一
掃

す
る
と
と
に
よ
っ
て
の
み
良
民
は
自
ら
の
本
球
的
上
昇
の
道
を
辿
る
こ
と
が
山
取
る
で
あ
ろ
う
。

六

残

さ

れ

7ζ 

問

題

最
後
に
わ
れ
わ
れ
は
「
民
地
改
革
の
後
に
鈍
さ
れ
た
問
題
」
に
簡
単
に
ふ
れ
て
ゐ
と
う
。
と
と
で
は
「
日
本
良
業
の
同
盟
革
は
、
宇

封
建
的
土
地
所
有

H
4隷
良
川
零
細
良
耕
の
構
成
主
、
そ
の
根
源
に
沿
い
て
詳
細
し
、
こ
れ
を
揚
棄
す
る
方
向
に
求
め
ら
れ

地
改
革
は
、
疋
に
そ
の
某
礎
過
程
と
し
て
地
主
的
土
地
所
士
官
を
解
鵠
せ
し
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
更
に
、
モ
の
基
礎
の
上
陀
、
農
業

構
造
同
盟
草
へ
の
展
開
が
行
わ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
」
へ
概
要
一

O
五
六
頁
)
止
の
翻
鮪
忙
立
ち
、
越
さ
れ
た
問
題
と
し
て
農
地
相
傾
制
度
、 民

農
地
白
交
換
分
合
、
供
出
・
農
業
課
税
、
由
民
地
橋
保
金
融
等
の
諸
問
題
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
す
日
本
農
業
鐙
革
の
方
向
に
つ
い



て
は
、
抽
象
的
に
は
正
し
く
規
定
さ
れ
て
い
る
が

占
り
具
般
的
在
原
理
的
方
向
は
必
ナ
し
も
一
万
さ
れ
て
い
・
泣
い
(
但
し
こ
の
臨
に
つ

い
て
は
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
立
入
ら
な
い
)
。
弐
に
農
地
改
革
が
地
主
的
土
地
所
有
を
解
鱒
せ
し
め
た
と
の
賄
に
う
い
て
位
、
既
に
検
討
さ

れ
た
如
〈
倫
多
〈
の
問
題
を
残
し
て
い
る
。

E
ワ
農
地
改
革
に
よ
り
地
主
的
土
地
所
有
は
一
限
解
慨
し
た
と
し
て
も
、
恨
め
て
極
端

生
産
力
視
鮪
よ
り
農
地
改
革
を
検
討
す
る
と
き
、
極
め
て
困
難
左
問
題
を
残
し
て
い
る
と
云
わ

左
零
細
良
形
態
の
残
存
、
強
化
は
、

左
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

農
地
相
続
制
度
。
従
来
白
家
管
相
績
は
経
営
規
模
維
持
の
作
用
を
な
す
が
、
農
村
内
部
に
於
て
は
家
父
長
制
の
支
柱
左
左
b
、
且

つ
農
村
の
封
建
遺
制
を
残
者
せ
し
め
る
温
床
を
在
す
も
白
で
あ
れ
少
、
都
市
に
劃
し
て
は
次
三
男
白
低
賃
銀
労
働
力
の
給
源
と
し
て
の

農
村
の
役
割
を
決
定
づ
け
た
一
要
因
で
あ
る
。
従
っ
て
出
現
替
相
続
の
存
続
は
農
村
D
近
代
化
を
阻
止
し
、
農
地
改
革
白
目
的
忙
も
反

す
る
こ
と
と
友
り
、
均
介
相
続
制
が
取
上
げ
ら
れ
た
所
以
で
あ
る
。
然
る
に
均
分
相
績
が
行
わ
れ
ば
、
零
細
農
耕
は
更
に
細
分
さ
れ

る
に
至
る
。
か
く
て
「
均
分
相
続
の
原
則
、
農
業
経
営
の
維
持
の
要
請
と
の
劉
立
は
、
根
本
的
に
は
農
業
経
営
が
近
代
的
で
在
い
と

い
う
現
L

封
D
矛
盾
に
恭
く
」
(
概
要
一

O
六
三
頁
)
も
の
で
あ
り
極
め

τ解
決
困
難
な
る
問
題
で
あ
る
。
相
続
の
費
態
は
家
替
相
績
が
八

四
・
七
%
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
農
業
生
産
力
の
設
展

E
闘
る
と
共
に
均
分
相
続
へ
の
方
向
に
準
む
べ
吉
で
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

農
地
の
交
換
分
合
。
農
地
改
革
に
際
し
零
細
農
形
態
を
補
う
も
白
と
し
て
耕
地
の
集
国
化
が
企
闘
苫
れ
交
換
分
合
が
取
上
げ
ら
れ

た
が
、
個
別
経
営
強
化
白
立
場
か
ら
で
あ
り
、

「
全
耕
地
の
集
固
化
陀
ヲ
い
て
の
強
制
法
規
を
快
い
て
行
わ
れ
た
今
弐
改
革
に
あ
っ

て
は
、

多
少
左
り
と
も
計
霊
的
に
交
換
待
合
白
行
わ
れ
た
の
は
寧
ろ
例
外
的
で
あ
う
た
」
(
概
要
一

O
六
五
1

六
六
頁
)
。

蓋
し
交
換
分

合
は
、
経
営
経
済
的
殻
果
の
み
な
ら
中
農
民
の
壮
品
開
経
梼
的
昔
】
識
(
特
に
合
理
的
な
共
同
管
理
の
形
の
生
れ
る
可
能
性
)
に
射
す
る
殺
果
を

有
す
る
が
、
そ
れ
が
貨
現
苫
る
べ
き
技
術
的
前
提
保
件
を
必
要
と
し
、
現
在
の
農
家
経
併
の
経
時
倒
的
、
技
術
的
改
善
護
展
と
結
付
け

農
地
改
革
白
基
本
的
性
格

博
士
+
鼻
咽

士

第
四
肱

ブh



農
地
改
革

ω
基
本
的
性
格

事
七
十
巻

J、、

第
四
披

O 

て
考
察
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
更
に
三
方
で
は
共
同
利
用
、
共
同
総
管
等
を
活
獲
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
交
換
分
合
の
も
つ
限
界
を

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
概
要
一
心
六
九
頁
三
本
書
D
指
摘
の
如
く
交
換
分
合
は
重
要
且
つ
困
難
な
る
問
題
で
あ
る
が
、

換
分
ム
口
そ
の
も
の
は
農
民
の
利
己
心
と
結
付

f
と
き
、
必
干
し
も
進
歩
佐
世
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
共
同
管
理
、
共
同
経
営
へ
白 交

方
向
(
こ
の
際
生
産
協
同
組
合
と
の
閥
連

ι於
で
)
が
推
進
さ
る
い
へ
き
で
あ
ろ
う
。

供
出
・
農
業
謀
役
、
閤
小
作
料
、
農
地

ω
闇
賀
民
等
の
諸
問
題
は
既
に
検
討
さ
れ
た
と
と
ろ
で
あ
る
。
闇
小
作
料
、
農
地
の
開
資

質
の
増
加
は
、
農
地
改
革
の
殻
泉
佐
直
接
逝
陣
せ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
供
川
、
税
金
白
不
均
術
、
重
隠
は
園
家
猫
占
脊
本
忙
主
る

農
民
の
牧
奪
を
意
味
し
、
農
業
生
産
力
の
愛
国
民
を
阻
止
し
良
地
改
革
o
t
E
義
を
弱
め
る
も
の
で
あ
る
。
農
地
揖
保
金
融
は
農
民
よ
り

収
奪
し
た
飴
剰
を
農
業
生
産
に
還
元
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

要
之
、
今
次
の
農
地
改
革
は
一
定
の
限
界
は
あ
る
に
せ
よ
日
本
農
業
に
封
し
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
問
題
は
寧

ろ
今
後
に
残
さ
れ
て
去
り
(
農
業
群
卒
へ
の
道
)
、
最
近
の
逆
コ
ー
ス
的
現
象
と
相
侠
っ
て
と
の
貼
は
特
に
強
制
さ
れ
ね
ば
在
ら
な
い
。


